
津

軽

藩

の

郷

帳

に

つ

い
て

-
宝
永
八
年
朱
印
改
時
の
郷
帳
を
中
心
と
し
て
ー

･

は
じ
め
に

(⊥

津
軽
藩
の
'
三
度
の
国
絵
図
付
属
の
郷
帳

､

及
び
朱
印
改
時
に
提
出
さ
れ
た
各
郷

帳
の
分
析
を
通
じ
て
､
幕
藩
休
制
下
に
お
け
る
郷
帳
を
'
藩
政
の
側
か
ら
と
ら
え
る

こ
と
が
､
本
稿
の
目
的
で
あ
る
｡

近
年
､
織
豊
政
権
､
及
び
幕
藩
休
制
に
お
け
る
国
郡
制
的
支
配
原
理
が
強
調
さ
れ

る
に
伴
い
､
郷
帳
に
関
す
る
研
究
も
飛
躍
的
な
進
展
を
み
せ
て
い
る
｡
し
か
し
な
が

Il･1

ら
､
そ
の
成
果
は
､
天
正
十
九
年
豊
臣
秀
次
に
よ

っ
て
徴
収
さ
れ
た
御
前
帳

'

及
び

慶
長
期
に
集
中
し
て
い
る
観
が
あ
り
'
正
保
郷
帳
以
降
の
国
絵
図
付
属
の
郷
帳
'
及

び
朱
印
改
時
の
郷
帳
に
つ
い
て
の
具
休
的
な
検
討
は
'
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な

喜

い
の
が
現
状
で
あ
る

｡

従

っ
て
'
個
別
藩
制
史
の
側
か
ら
の
論
及
も
乏
し
い
と
言
え

(LJ,)
る

｡と
こ
ろ
で
'
本
稿
の
分
析
対
象
と
す
る
津
軽
藩
の
藩
政
史
研
究
に
お
い
て
は
'
同

音
の
正
保

･
寛
文

･
貞
享
の
三
郷
帳
は
'
実
際
の
村
高
を
書
き
上
げ
た
も
の
'
も
し

(LD)

く
は

｢
当
時
の
津
軽
藩
の
裏
高
｣
を
示
す
も
の

'

ま
た
'
領
内
新
検
の
途
中
経
過
を
示

三

す
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
｡
例
え
ば
'
貞
享
検
地
帳
は
'
寛
文
十

一
年
か

ら
天
和
元
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
検
地

(-
天
和
の
新
検
)
の
成
果
と
理
解
さ
れ

浅

倉

有

子

官
一

て
い
る

｡

以
上
の
諸
課
題
を
前
提
と
し
て
､
本
稿
で
は
'
津
軽
藩
の
各
郷
帳
の
個
別

･
具
休

的
な
分
析
を
行
な
う
｡

Ⅰ
章
で
は
､
正
保

～
宝
永
の
各
郷
帳
の
特
質
を
明
ら
か
に
L
t

そ
の
内
で
も
､
津
軽
藩
の
領
知
高
確
定
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
も
つ
宝
永
郷
帳
に

重
点
を
置
き
'
同
帳
の
意
義
を
検
討
す
る
｡

Ⅱ
章
で
は
'
天
保
期
の
二
郷
帳
を
と
り

あ
げ
'
そ
の
特
質

･
作
成
過
程
'
宝
永
郷
帳
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
｡
ま
た
'

-
･
Ⅱ
章
を
通
し
て
'
津
軽
藩
藩
政
史
研
究
に
お
け
る
前
述
の
位
置
づ
け
が
妥
当
で

あ
る
の
か
否
か
t
も
し
そ
こ
に
何
ら
か
の

｢操
作
｣
が
加
わ

っ
て
い
る
な
ら
'
そ
の

｢操
作
｣
の
実
休
は
い
か
な
る
も
の
か
を
'
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
｡
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Ⅰ

正
保

～
宝
永
の
郷
帳

一
'
正
保

二
冗
禄
郷
帳

①

正
保
郷
帳



本
節
で
は
'
正
保

･
元
禄
時
の
国
絵
図
に
付
し
て
提
出
さ
れ
た
二
郷
帳
を
分
析
す

る
｡津

軽
藩
の
表
高
決
定
過
程
に
つ
い
て
は
必

ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
が
'
文

禄
元
年
迄
に
は
､
領
知
高
は
四
万
五
千
石
と
決
定
さ
れ
て
お
り
'
翌
二
年
秀
吉
に
よ

すl

,3

っ
て
津
軽
三
郡

と
合
浦

一
円
の
安
堵
状
が
与
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る

｡
そ
の
後
､

関
ケ
原
役
の
功
に
よ

っ
て
､
慶
長
六
年
に
上
野
国
で
二
千
石
が
加
増
さ
れ
'
表
高
は

(‖
)

四
万
七
千
石
に
上
昇
し
た
｡

正
保
の
郷
帳
は
'
周
知
の
よ
う
に
'
正
保
二
年
'
国
絵
図
に
付
属
し
て
幕
府
に
堤

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
津
軽
郡
の
正
保
郷
帳
は
､
以
下
の
よ
う
な
休
裁
を
と

っ
て

書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
｡

平
賀
郡

同
平
賀
郡
新
田

高
八
百
七
拾
七
石
七
斗
壱
升

高
五
百
五
拾
弐
石
九
斗

高
百
弐
拾
壱
石
三
斗
五
升

(中
略
)

平
賀
郡

津
軽
野
村

下
湯
口
村

向
外
瀬
村

新
田
高
台
壱
万
五
千
六
百
三
拾
三
石
九
斗
四
升

高
百
三
拾
四
石
三
斗
七
升

碇
ヶ
関
村

浄
書

ニ
ハ
田
方
百
弐
拾
五
石
四
斗
ト
7
-

廻
山
有

高
百
七
拾
六
石

内
百
六
拾
三
石
六
斗
八
升

田
方

拾
弐
石
三
斗
弐
升

畑
方

高
百
拾
六
石
六
斗
八
升

内
百
八
石
六
斗
弐
升

田
方

唐
牛
村
廻
山
有

田
舎
郡

高
七
百
七
拾
九
石
弐
斗
五
升

内
七
百
弐
拾
七
石
三
斗
五
升

七
拾
壱
石
九
斗

高
弐
百
七
拾
七
石
九
斗

内
弐
百
五
拾
弐
石
八
斗
八
升

弐
拾
五
石
五
斗
弐
升

(中
略
)

田
舎
館
村

田
方
畑
方

垂
柳
村

田
方
畑
方
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長
峰
村
廻
山
有

田
舎
郡

高
台
壱
万
千
三
百
七
拾
六
石
五
斗
七
升

八
石
壱
斗
八
升

(中
略
)

畑
方

平
賀
郡

高
合
壱
万
九
千
弐
百
六
拾
五
石
六
升

同
田
舎
郡
新
田

高
弐
百
四
拾
壱
石
四
斗
八
升

高
三
百
九
拾
壱
石
六
斗
六
升

へ中
略
)

大
根
子
村

飛
内
村



田
舎
郡
新
田
高
合
壱
万
八
千
四
百
壱
石
七
斗

鼻
和
郡

高
百
弐
拾
七
石
壱
斗
七
升

内
百
拾
七
石
三
斗

九
石
八
斗
七
升

高
三
百
拾
六
石
五
斗
六
升

内
弐
百
九
拾
弐
石
六
升

弐
拾
四
石
五
斗

(中
略
)

村
市
村
廻
山
有

四
万
千
百
六
捨
石
四
斗
四
升

田
方

三
千
八
百
三
拾
九
石
五
斗
六
升

畑
方

外

二

新
田
村
弐
百
弐
ケ
村

五
万
七
千
四
百
六
拾
八
石
八
斗

新
田

内
壱
万
五
千
四
百
六
捨
石
弐
斗
六
升本
村
之
門

〔じ

正
保
弐
年
十
二
月
廿
八

日

田
代
村

鼻
和
郡
高
合
壱
万
四
千
三
百
五
拾
八
石
三
斗
七
升

同
鼻
和
郡
新
田

高
百
四
拾
三
石
五
斗
五
升

高
弐
百
九
拾
三
石
九
斗
四
升

葛
原
村

門
前
村

(中
略
)

鼻
和
郡

新
田
高
合
七
千
九
百
七
拾
弐
石
八
斗
九
升

三
郡
高
惣
合
四
万
五
千
石

村
数
百
三
拾
四
ケ
村

以
上
の
よ
う
に
'
正
保
郷
帳
に
お
い
て
は
'
津
軽
郡
三
庄

(平
賀

･
鼻
和

･
田
舎

(i.I
庄
)

を

1
庄
ず
つ
'
古
田
分
と
新
田
分
に
分
け
て
い
る
.
そ
の
内
で
t

l
村
切
に
村

名
'
村
高
'
田
畑
の
内
訳
'
山

･
芝

･
松
山
の
有
無
'
水
損
所

･
干
損
所
等
が
書
き

[u

上
げ
ら
れ
'
各
庄
の
古
田

･
新
田
分
の
合
計
石
高
が
算
出
さ
れ
て
い

る

｡
そ
の
上
で
'

最
後
に
'
三
庄
の
古
田
分
総
高

･
同
村
数
'
及
び
総
新
田
高

･
同
村
数
を
記
す
と
い

う
体
裁
を
と

っ
て
い
る
｡

三
庄
の
古
田
分
の
合
計
石
高
四
万
五
千
石

(村
数
百
三
拾
四
ケ
村
)
は
'
上
野
国

C9

の
二
千
石
分
を
差
し
引
い
た
津
軽
藩
の
表
高
と
合
致
す
る

｡
そ
れ
に
総
新
田
高
五
万

七
千
四
百
六
十
八
石
八
斗
を
加
え
た
'
十
万
二
千
四
百
六
十
八
石
余

(村
数
三
百
三

十
六
ケ
村
)
が
'
津
軽
郡

一
郡
の
総
石
高

(-
上
野
領
を
除
い
た
津
軽
藩
の
拝
領
高
)

と
な
る
わ
け
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
で
'
新
田
高
の
う
ち
'

一
万
五
千
四
百
六
十
石
二
斗

六
升
は
'
三
郡
の
新
田
村
分
と
し
て
書
き
上
げ
た
も
の
以
外
に
計
上
し
た
'

｢本
村

之
門
｣
の
切
添
新
田
高
で
あ
る
｡
即
ち
'
｢本
村
｣
-
古
村
分
の
新
田
高
の
こ
と
で
あ
り
'

こ
の
分
は
'

一
村
毎
に
書
き
上
げ
る
こ
と
な
し
に
合
計
石
高
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い

る
｡
つ
ま
り
､
本
村
分
の
新
田
高
を
別
に
計
上
す
る
と
い
う
形
を
と

っ
て
'
本
村
分
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の
合
計
石
高
を
'
津
軽
郡
の
領
知
高
四
万
五
千
石

に
合
致
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
｡
従

っ
て
'
正
保
郷
帳

の
本
村

へ古
村
)
分

の
各
村
高
は
'
実
際
よ
り
過

少
に
表
示
さ
れ
た
も

の
と
言
え
よ
う
｡

④

元
禄
郷
帳

次
に
'
正
保
郷
帳
と
同
様
に
'
元
禄
十
四
年
'
国
絵
図
に
付
し
て
幕
府

に
提
出
さ

れ
た
元
禄
郷
帳
を
検
討
し
よ
う
｡

始
め
に
'
同
郷
帳
は
'
以
下

の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
｡

津
軽
郡

一
'
高
百
三
拾
四
石
三
斗
七
升

二

間
四
百
五
拾
弐
石
弐
斗
三
升

一
'
同
百
七
拾
六
石

一
'
同
百
拾
六
石
八
斗

二

間
百
拾
壱
石
六
斗
三
升

(中
略
)

二

高
八
拾
三
石
六
斗
壱
升

高
都
合

拾
万
三
千
九
拾
七
石
壱
斗
五
升

村
数
三
百
三
拾
六
ケ
村

碇
関
村

古
懸
村

唐
牛
村

長
峰
村

築
屋
村

小
泊
村

元
禄
十
四
辛
己
年
十

一
月

津
軽
越
中
即

右

の
よ
う
に
'
元
禄
郷
帳
は
'
正
保
郷
帳

の
よ
う
な
詳
細
な
記
載
方
式
を
と

っ
て

お
ら
ず
'

一
村
毎
に
村
名
と
村
高
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
｡

(村

の
書
き
上

げ
順
は
'
正
保
郷
帳
と

一
致
し
な

い
｡
)
従

っ
て
'

一
庄
ご
と

の
古
田

･
新

田
分

の
'r

各
合
計
高
は
不
明

で
あ
り
'
津
軽
郡
内

の
拝
領
高
も
明
確
に
表
示
さ
れ

て
い
な
い

0

(1J

し
か
し
'
村
名

･
村
数
は
'
正
保
郷
帳
と
全
-

一
致
す
る

.
試
み
に
正
保
郷
帳

の
古

村

･
新

田
村

の
区
分
に

一
致
す
る
村
名
を
以

っ
て
'
元
禄
郷
帳

の
村
高
を
集
計
し
た

も

の
が
表

2
で
あ
る
｡
古
田
高

に
つ
い
て
は
'
田

舎
･鼻
和

の
二
庄
は
'
正
保
時

の

合
計
高
を
上
回

っ
て
い
る
｡

一
方
'
新

田
高
は
各
庄
共
に
ほ
ぼ
等
し
-
､
平
賀

･
鼻

和
の
二
庄
が
正
保
時

に

一
致
し
'
田
舎
庄
も
わ
ず
か
四
百
七
十
石

の
差
違
に
と
ど
ま

る
｡
ま
た
'
正
保

･
元
禄
両
帳

の
総
石
高
も
'
六
百
石
余

の
差
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
｡

以
上

の
こ
と
は
'
正
保
郷
帳

に
お

い
て

｢
本
村
之
内
｣
と
し

て
別
に
計
上
さ
れ

て
い

た
新

田
高
が
'
元
禄
郷
帳

で
各
村
高

(恐
ら
-
本
村
分
)
に
結
ば
れ
た
結
果
t
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
｡

ま
た
'
正
保
郷
帳
よ
り
総
高

(村
数
は

一
致
)
が
六
百
二
十
八
石

三
斗
五
升
相
違

す
る
こ
と
は
'
以
下

の
史
料

に
よ

っ
て
説
明
し
う
る
｡

二

津
軽
越
中
守
最
初
之
知
行
高
四
万
七
千
石
之
内
陸
奥
国
津
軽
郡

二
而
四
万

五
千
石
'
上
野
国
新

田
領

二
而
弐
千
石
拝
領
仕
候
処
'
奥
州

二
而
高
三
千

石
､
上
州

二
而
高
弐
千
石
'
都
合
五
千
石
明
暦

二
年
津
軽
十
郎
左
衛
門
分

知
仕
候
'
十
郎
左
衛
門
井
嫡
子
左
京
病
死
仕
､
左
京
嫡
子
釆
女

二
四
千
石
'

次
男
伊
織

二
千
石
分
知
仕
候
'
此
千
石
之
内
五
百
石

ハ
奥
州
'
五
百
石

ハ

上
州

二
而
分
知
仕
候
'
其
後
伊
織
病
死
仕
'
右
千
石
之
領
知
公
儀

二
差
上

候
処
'
奥
州
之
内
五
百
石
物
成
上
納
之
儀
者
'
越
中
守
方

占
取
立
奥
州
初

代
官
江
相
渡
可
申
旨
被
仰
付
'
其
通

二
仕
上
納
致
候
'
津
軽
釆
女
江
分
知

之
上
州
之
知
行
所
千
五
百
石
元
禄
十

一
戊
寅
年
被
召
上
'
為
御
替
地
奥
州

之
内
右
伊
織
上
知
五
百
石
之
所
ヲ
千
百
弐
拾
八
石
三
斗
五
升
之
石
高

二
而
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醍

被
下
之
候
付
'
古
郷
帳
分
六
百
弐
拾
八
石
三
斗
五
升
石
高
相
増
申
候
事

'

右
の
史
料
は
'
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
｡

①
津
軽
越
中
守
の
知
行
高
は
'
津
軽
郡
四
万
五
千
石
'
上
野
国
勢
多
郡
の
内
二
千
石
'

合
わ
せ
て
四
万
七
千
石
で
あ

っ
た
｡

④
明
暦
二
年
'
津
軽
十
郎
左
衛
門
に
津
軽
郡
の
内
三
千
石
'
勢
多
郡
の
内
二
千
石
'

覗

合
計
五
千
石
を
分
知
し
た

｡

④
十
郎
左
衛
門

･
同
嫡
子
左
京
が
死
亡
し
た
の
で
､
左
京
の
嫡
子
采
女
に
四
千
石

(

津
軽
郡
二
千
五
百
石
'
勢
多
郡
千
五
百
石
)
'
同
次
男
伊
織

へ
千
石

へ津
軽

･
勢
多

両
部
で
五
百
石
宛
)
を
分
知
し
た
｡

､

④
伊
織
が
死
亡
し
た
の
で
'
そ
の
領
地
千
石
は
公
儀

へ
差
し
上
げ
'
津
軽
郡
五
百
石

分
の
物
成
は
越
中
守
よ
り
奥
州
代
官

へ
渡
し
て
い
た
｡

④
元
禄
十

一
年
'
采
女
領
の
勢
多
郡
千
五
百
石
が
上
知
さ
れ
'
そ
の
替
地
と
し
て
津

軽
郡
の
伊
織
上
知
分
五
百
石
が
千
百
二
十
八
石
三
斗
五
升
の
石
高
で
返
却
さ
れ
た
0

故
に
､
古
郷
帳
の
高
に
六
百
二
十
八
石
三
斗
五
升
の
石
高
を
加
え
'
書
き
上
げ
る
こ

と
と
す
る
｡

な
お
'
｢相
残
而
三
百
七
拾
石
余
者
'
奥
州
伊
達
郡
之
内
秋
山
村
に
て
御
替
地
被
仰

(a

付
候

｣

と
'
采
女
知
行
分
の
千
百
二
十
八
石
余
の
残
り
三
百
七
十
石
余
は
､
陸
奥
国

覗

伊
達
郡
の
秋
山
村
が
替
地
と
し
て
与
え
ら
れ
た
｡

即
ち

'
元
禄
郷
帳
は
'

｢古
郷
帳
｣
-
正
保
郷
帳
を
元
と
L
t
そ
れ
に
六
百
二
十
八

石
三
斗
五
升
を
加
え
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
'
明
ら
か
で
あ
る
｡
要
す
る
に
'
元
禄
郷

帳
は
'
正
保
郷
帳
を
元
と
L
t
そ
れ
に
六
百
二
十
八
石
三
斗
五
升
を
加
え
'
ま
た
'

正
保
郷
帳
の

｢本
村
之
内
｣
の
新
田
高
を
各
村
の
高
に
結
ん
で
書
き
上
げ
た
も
の
と

理
解
で
き
よ
う
｡

二
㌧
寛
文

･
貞
享
の
郷
帳

正
保

･
元
禄
の
二
郷
帳
の
問
に
'
朱
印
攻
の
節
幕
府
に
提
出
し
た
郷
帳
が
､
寛
文

四
年
と
貞
享
元
年
に
作
成
さ
れ
た
｡
そ
の
う
ち
前
者
は
'
本
高
四
万
七
千
石

(津
軽

郡
四
万
五
千
石
'
勢
多
郡
二
千
石
'
村
数
百
三
十
九
ケ
村
)
'
新
田
高
十

一
万
三
百

二
十
九
石
七
斗

(津
軽
郡
十
万
九
千
八
百
四
十
九
石
八
斗
'
勢
多
郡
四
百
七
十
九
石

九
斗
'
村
数
二
百
八
ケ
村
)
'
総
計
十
五
万
七
千
三
百
二
十
九
石
七
斗

(
三
百
四
十

ニJ

七
ケ
村
)
と
書
き
上
げ
ら
れ
た

｡

一
方
後
者
は
'
本
高
四
万
七
千
石

(内
訳
同
前
)
'

新
田
高
と
し
て
十

一
万
三
百
二
十
九
石
七
斗

(内
訳
同
前
)
と

｢寛
文
四
年
御
改
以

後
之
新
田
｣
八
万
六
千
九
百
七
十
七
石
三
斗
六
升

(百
八
十
七
ケ
村
)
'
合
計
新
田

高
十
九
万
七
千
三
百
七
石
六
升

(
三
百
九
十
五
ケ
村
)
'
総
石
高
二
十
四
万
四
千
三

(封

百
七
石
六
升

(五
百
三
十
九
ケ
村
)
で
あ
る

｡
つ
ま
り
'
寛
文
四
年
と
貞
享
元
年
に

書
き
上
げ
ら
れ
た
郷
帳
は
'
後
者
に

｢寛
文
四
年
御
改
以
後
之
新
田
高
｣
が
加
わ
ろ

も
の
の
'
本
高

･
そ
の
他
の
新
田
高

･
及
び
村
数
は
全
て
等
し
く
'
ま
た
'
表
3
の

◎
に
よ

っ
て
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
'
個
別
の
村
名

･
村
高
に
つ
い
て
も

一
致
す
る
0

即
ち
'
貞
享
の
郷
帳
は
'
寛
文
の
郷
帳
を
も
と
に
'
そ
れ
に
寛
文
四
年
以
降
の
新
田

分
を
末
尾
に
加
え
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
｡

一
万
㌧
寛
文

･
貞
享
郷
帳
に
'
本
高
分

(古
田
分
)
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
村

名

･
村
高
と
'
正
保

･
元
禄
郷
帳
の
そ
れ
と
を
対
照
さ
せ
た
の
が
､
表
3
の
④

～
㊨

･
⑪

で
あ
る
｡
例
え
ば
'
正
保
郷
帳
に
田
舎
庄
古
田
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
④
垂

柳
村
は
'
寛
文

･
貞
享
郷
帳
の
古
田
分
に
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
'
貞
享
郷
帳
に
寛

文
四
年
以
降
の
新
田
と
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
｡
同
様
に
同
庄
大
釈
迦
村

(⑲

)
は
'
正
保
郷
帳
で
は
古
田
で
あ
る
が
'
寛
文

･
貞
享
郷
帳
に
は
全
-
記
載
さ
れ
て

い
な
い
｡
逆
に
'
同
庄
高
野
村

(①
)
は
'
寛
文

･
貞
享
郷
帳
で
は
古
田
に
含
ま
れ
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て
い
る
が
'
正
保
郷
帳
で
は
田
舎
庄
新
田
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
｡
鼻
和
庄
以
下
に

お
い
て
も
同
様
の
例
が
み
ら
れ
る
｡

即
ち
'
本
高

･
新
田
高

･
村
数
'
と
り
わ
け
各
庄
の
個
別
な
村
の
構
成
に
お
い
て
'

正
保

･
元
禄
郷
帳
と
寛
文

･
貞
享
郷
帳
は
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
'
明
ら
か
で
あ
る
｡

言
い
か
え
れ
ば
t
.国
絵
図
付
属
の
郷
帳
と
､
朱
印
改
時
の
郷
帳
は
'
か
か
る
相
違
点
を

有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
｡

と
こ
ろ
で
'
古
田
分
の
う
ち
､
正
保

･
元
禄
郷
帳
と

一
致
す
る
村
に
つ
い
て
は
'

原
則
と
し
て
正
保
郷
帳
の
村
高
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
｡
(表
3
の

④

･
⑥
)そ
の
場
合
に
は
'表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
升
の
位
を
切
り
捨
て
た
形
が
と
ら

れ
て
い
る
｡
も

っ
と
も
'
田
舎
庄
黒
石
村
④
や
'
田
舎
圧
痕
岡
村
⑲
の
よ
う
に
'
数

値
の
異
な

っ
て
い
る
村
も
二
十
二
ケ
村
あ
る
｡
し
か
し
'
村
高
の
相
違
し
て
い
る
村

は
'
古
村
全
体
の

一
八

･
八
%
で
あ
り
'
寛
文

･
貞
享
郷
帳
は
'
古
田
分
に
つ
い
て

は
､
原
則
と
し
て
正
保
郷
帳
の
高

(即
ち
､
古
村
新
田
分
を
含
ま
な
い
高
)
を
引
き

つ
い
で
い
る
と
理
解
さ
れ
よ
う
｡

三
㌧
宝
永
の
郷
帳

F
i

次
に
宝
永
八
年
の
朱
印
改
時
の
郷
帳
を

分
析
す
る
｡

同
帳
に
は
'
勢
多
郡
の
代
わ
り
と
し
て
伊
達
郡
秋
山
村
三
百
七
十

一
石
六
斗
四
升

(rJl.

が
'
登
場
し
て
-
る

｡
ま
た
､
前
述
の
よ
う
に
'
伊
織
知
行
分
の
千
石
が
上
知
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
'
表
高
が
四
万
七
千
石
か
ら
四
万
六
千
石
に
減
少
し
て
い
る
｡
同
樵

に
津
軽
郡
の
采
女
知
行
分
千
百
二
十
八
石
三
斗
五
升
が
､
分
知
分
の
村
の
内
三
ケ
村

ど

の
高
に
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
｡

一
万
㌧
新
田
高
は
'
寛
文

･
貞
享
郷

帳
の
高
に

一
致
し

(後
述
の
村
相
互
の
組
蕃
操
作
分
を
除
-
)
'
郷
帳
の
書
式
や
､

村
の
書
き
上
げ
順
も
そ
れ
ら
に
準
じ
て
い
る
｡

さ
て
'
宝
永
八
年
の
郷
帳
作
成
時
の
詳
細
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
｡

同
帳
の
作
成
に
あ
た

っ
て
問
題
と
な

っ
た
の
は
'
元
禄
の
国
絵
図
付
属
の
郷
帳
と
'

貞
享
の
朱
印
改
時
の
郷
帳
と
の
著
し
い
相
達
で
あ
る
｡
即
ち
'

二

元
禄
十
四
年
国
絵
図
御
改
之
節
御
出
シ
被
成
候
郷
村
帳
'
本
田

･
新
田
共
石

高
拾
万
三
千
九
拾
七
石
余

二
御
書
出
被
遊
候
'
貞
享
元
年
御
朱
印
御
改
之
節

者
'
衛
本
田
之
外
新
田
拾
九
万
六
千
石
余

二
御
書
出
し
被
成
'
両
度
之
郷
村

帳
高
過
分

二
相
違
和
座
候
'

(中
略
)
御
高
過
分
之
相
違

二
付
奉
伺
由
'
隼

人
殿

(大
道
寺

･
家
老
)
江
申
上
候
処
､
則
屋
形
様
江
被
仰
上
候
処
'
先
年

之
御
朱
印
御
改
之
節
之
石
高

二
此
度
御
認
可
被
差
出
由
被
仰
出
候
旨
'
隼
人

殿
被
仰
渡
候
付
､
左
様
仕
候
而

ハ
'
国
絵
図
御
改
之
節
之
新
田
高

･
村
数
過

分

二
滅
申
候
而
有
之
候
､
御
引
合
之
節
相
違
被
成
候
'
此
段
如
何
可
被
成
読

之
旨
申
上
候
得

ハ
'
共
後
何
と
そ
申
取
様
も
可
有
之
候
間
'
疾
相
考
申
候
樵

･J･:;

被
仰
候
'
但
､
二
月
廿
二
日

(宝
永
八
年
)
申
上
候
'

上
記
二
帳
の
相
違
が
甚
だ
し
い
こ
と
か
ら
'
藩
主
は
貞
享
郷
帳
通
り
に
書
き
上
げ

る
様
に
命
じ
た
も
の
の
､
両
帳
の
相
違
を
合
理
吋
に
説
明
す
る
こ
と
が
'
必
要
と
皮

っ
て
く
る
｡
両
帳
の
相
違
は
'
具
休
的
に
は
､
例
え
ば
'

貞
享
元
年
衡
朱
印
御
改
之
節
御
書
出
シ
不
被
遊
候
村
数
五
拾
六
ケ
村
'
国
絵

図
御
改
之
節
御
書
上
被
成
'
又
衡
朱
印
衡
改
之
節
御
書
上
ケ
被
成
候
村
々
之

IT/)

内
弐
百
五
拾
四
ケ
村
'
国
絵
御
改
之
節
御
書
出
し
不
被
成
候

､

(以
下
略
)

と
､
元
禄
度
に
書
き
上
げ
ら
れ
て
貞
享
度
に
書
き
上
げ
ら
れ
な
か

っ
た
村
が
五
十
六

ケ
村
'
ま
た
貞
享
度
に
書
き
上
げ
ら
れ
'
元
禄
度
に
書
き
上
げ
ら
れ
な
か

っ
た
村
が

二
百
五
十
四
ケ
村
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
｡
こ
の
こ
と
は
'
表

3
に
よ

っ
て
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そ
の

一
部
を
確
認
し
う
る
｡

(⑪

欄
に

｢
寛

･
貞
-
記
載
な
し
｣
と
記
し
た
村
が
そ

れ
に
あ
た
る
)
ま
た
'
前
述
の
よ
う
に
'

｢国
絵
図

(元
禄
)
之
節
者
'
貞
享
元
年(む

之
郷
村
帳
御
出
シ
不
被
遊
'
正
保
弐
年
之
国
絵
図
御
改
之
節
之
郷
村
帳

二
而
相
認
｣

ら
れ
た
が
'
何
故
か
か
る
方
策
が
と
ら
れ
た
の
か
は
'
結
局
藩
の
勘
定
方
に
も
理
解

で
き
ず
'
宝
永
郷
帳
の
担
当
者
は
'

｢貞
享
之
郷
村
帳
'
元
禄
之
郷
村
帳
'
両
度
共

[L･)

其
時
之
以
御
了
簡
御
認
被
差
上
候
帳
面
と
相
見

へ
候
｣

と
推
測
を
加
え
る
の
み
に
と

ど
ま

っ
て
い
る
｡

一
方
'
幕
府
の
意
向
は
'

｢貞
享
元
年
被
差
出
候
通

二
御
認
可
被
成
候
'
其
己
後

評爪

新
田
高
出
来
候

ハ
～
'
右
之
末

二
御
書
記
可
被
成
候
｣

と
'
貞
享
郷
帳
を
ベ
ー

ス
と

L
t
そ
の
後
の
新
田
分
を
別
に
書
き
上
げ
'
な
お
か
つ

｢国
絵
図
御
改
之
節
被
差
上

(封

置
候
郷
村
帳
と
村
名

･
石
高
相
違
無
之
様

二
仕
立
可
申
｣

と
'
貞
享
郷
帳
と
元
禄
郷

帳
の
記
載
の

一
致
を
要
求
し
て
い
る
｡

こ
の
意
向
に
答
え
る
た
め
'
津
軽
藩
は
苦
慮
L
t
両
帳
の
不
統

一
を
解
消
す
る
方

策
と
し
て
'

｢
国
絵
図
御
改
之
節
御
書
出
シ
不
被
遊
候
弐
百
五
拾
四
ケ
村
之
内

二
而
'

(近

高
相
応
之
村
江
村
名
書
替
'
御
引
替
'
国
絵
図
之
村
名

二
仕
｣

と
､
国
絵
図
付
属
の

郷
帳
の
村
名

(-
国
絵
図
記
載
の
村
名
)
を
'
貞
享
郷
帳
に
優
先
さ
せ
る
形
で
の
村

の
組
替
操
作
を
行
な
お
う
と
す
る
｡
即
ち
'
村
名
不

一
致
の
村
の
内
で
'
元
禄
郷
帳

に
み
え
て
貞
享
郷
帳
に
み
え
な
い
村

(史
料
上
で
は
五
十
六
ケ
村
)
と
'
貞
享
郷
帳

に
あ

っ
て
元
禄
度
に
な
い

(同
二
百
五
十
四
ケ
村
)
村
の
う
ち
高
が
前
者
に
近
い
村

を
交
換
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
そ
れ
ら
の
村
名
変
更
に
つ
い
て
は
､
元
禄
八

年
の
飢
健
を
経
た
後
に
行
な
わ
れ
た
,
と
す
る
説
明
が
採
ら
れ
智

表
4
は
'
貞
享

･
宝
永
両
帳
を
対
比
し
'
村
名
が
相
違
し
て
い
る
村
々
を
書
き
上

蛋

げ
た
も
の
で
あ
る

｡

『御
朱
印
御
改

二
付
御
領
知
郷
村
帳
覚
書
』
で
は
五
十
六
ケ
村

と
さ
れ
て
い
た
が
'
実
際
に
は
'
五
十
四
ケ
村
を
確
認
し
え
た
｡
例
え
ば
④
諏
訪
望

村

(高
二
百
七
十
三
石
四
斗
)
と
沢
田
村

(間
二
百
八
十
石
)
が
組
替
え
ら
れ
た
様

に
'
各
々
の
高
が
近
似
値
を
示
す
村
ど
う
L
が
交
換
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る

(逮

(そ
の
際
に
'
多
少
の
高
の
相
違
が
生
じ
て
も
や
む
な
し
と
さ
れ
る
)

ま
た
'
宝
永

(諺

郷
帳
で
変
更
さ
れ
た
各
村
の
高
は
'
全
て
元
禄
郷
帳
の
村
高
に

一
致
し
て
い
る

｡
こ

の
点
'
紐
帯
の
対
象
と
な
ら
な
か

っ
た
村
の
高
が
'
寛
文

･
貞
享
郷
帳
と

一
致
し
て

い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
｡

ま
た
'
貞
享
郷
帳
と
宝
永
郷
帳
の
総
新
田
高
の
差
九
百
五
十
三
石
五
斗
四
升
は
､

義
-
及
び
表
4
か
ら
次
の
よ
う
に
確
認
で
き
る
｡
そ
の
う
ち
'
田
舎

･
鼻
和

･
平
賀

三
庄
の
新
田
分
に
つ
い
て
は
'
表
4
の
貞
享
郷
帳
の
①
畠
中
村
か
ら
⑦
大
清
水
村
迄

の
村
高
の
合
計
千
五
百
六
十
六
石

一
斗
と
'
組
替
後
の
宝
永
郷
帳
の
①
下
湯
口
村

～

⑦
大
釈
迦
村
の
合
計
高
千
五
百
八
十
三
石
八
斗

一
升
の
差
が
'
十
七
石
七
斗
と
な
る
｡

こ
れ
は
'
表
I
の
三
庄
の
貞
享

･
宝
永
郷
帳
の
新
田
高
の
差
に

一
致
す
る
｡
同
じ
く
'

表
I
の
寛
文
四
年
以
降
の
新
田
高
の
差
四
百
九
十

一
石
三
斗
五
升
は
'
表
4
の
貞
享

郷
帳

④
郷
山
前
村

～
⑮
島
田
村
の
合
計
高
と
宝
永
郷
帳
の
㊥
下
僕
桝
村

～
⑮
下
中
野
村
の

合
計
高
の
差
に
等
し
い
｡
従

っ
て
､
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と
､
両
帳
の
新
田
高
の
差
が
､
以
上
の
組
替
操
作
と
勢
多
郡
新
田
の
減
少
分
に
よ

っ

て
生
じ
て
い
る
こ
と
が
､
確
認
さ
れ
た
｡

ま
た
'
貞
享

･
元
禄
の
二
帳
が
相
違
し
て
い
る
理
由
と
し
て
は
､
同
様
に
元
禄
八

年
の
飢
健
が
利
用
さ
れ
る
｡
即
ち
､

一
､
右
相
違
之
儀

(中
略
)
此
間
色
々
相
考
見
候

へ
ハ
､
外

二
何

こ
て
も
申
立

二

可
仕
品
無
御
座
候
､
十
七
年
己
前
御
領
知
大
飢
健
之
儀
世
上
隠
レ
な
き
幸

二

御
座
候
､
国
絵
図
御
改
之
節

ハ
飢
倦
間
も
無
御
座
候
間
､
其
節
荒
地
多
'
御

書
上
之
高
程
漸
有
之
候
得
共
､
其
以
後
右
之
荒
地
段
々
開
発
､
今
程
者
先
年

之
御
朱
印
御
改
之
節
之
石
高
程

二
被
成
候
由
､
被
仰
達
候

ハ
～
相
済
申
儀
御

(伯

座
候

'

(以
下
略
)

と
､
世
間
周
知
の
元
禄
八
年
の
津
軽
領
の
大
飢
健
を
名
目
と
し
､
た
め
に
､
元
禄
十

四
年
の
郷
帳
で
は
総
高
が
十
E
!万
石
余
減
少
し
た
.
し
か
し
､
そ
の
後
の
開
発

･
起

返
し
に
よ
り
､
現
在
で
は
貞
享
元
年
の
書
き
上
げ
程
度
に
復
興
し
た
と
説
明
す
れ
ば
'

｢相
済
｣
と
し
て
い
る
｡

｢外

二
何

こ
て
も
申
立
可
仕
様
品
無
御
座
｣
と
し
て
､
結

局
こ
の
案
が
採
用
さ
れ
､
そ
の
通
り
幕
府
に
報
告
し
､
受
け
入
れ
ら
れ
た
｡

懸
案
の
元
禄

･
貞
享
両
郷
帳
の
統

一
は
､
以
上
の
よ
う
に
､
村
の
組
香
操
作
と
'

元
禄
八
年
の
飢
皆
を
名
目
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
は
た
さ
れ
た
｡
す
な
わ
ち
､
宝
永

郷
帳
は
､
貞
享
郷
帳
に
元
禄
郷
帳
を
融
合
さ
せ
て
書
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
､
書
式
'

及
び
組
替
村
以
外
の
村
名

･
村
高
､
書
き
上
げ
順
は
貞
享
郷
帳
に

一
致
さ
せ
つ
つ
も
､

元
禄
郷
帳
の
規
制
を
受
け
'
同
帳
に
記
さ
れ
た
村
名

･
村
高
を
組
替
操
作
に
よ

っ
て

組
み
こ
ん
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
言
い
か
え
れ
ば
'
国
絵
図
付
属
の
郷
帳
は
､

朱
印
改
時
の
郷
帳
に
こ
の
よ
う
な
規
定
性
を
与
え
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

そ
の
後
'
享
保
二
年
か
ら
天
明
七
年
迄
の
郷
帳
は
､
全
て
宝
永
郷
帳
の
内
容
と

一

致
し
て
お
り
'
宝
永
郷
帳
の
総
高
二
十
四
万
二
千
三
百
五
十
三
石
五
斗
二
升

(五
百

二
十
九
力
村
)
が
､
津
軽
藩
領
の
総
石
高
と
し
て
確
立

･
固
定
さ
れ
て
い
る
｡
従

っ

(む

て
､
宝
永
郷
帳
の
高
が
'
藩
内
損
毛
高
の
幕
府

へ
の
届
出
の
基
準
と
し
て
'

或
い
は

国
役
全
賦
課
の
際
の
賦
課
高
と
し
て
､

実
際
に
機
能
し
て
い
-
こ
と
に
な
る

｡

I

と
こ
ろ
で
､
各
郷
帳
記
載
の
村
高
と
'
検
地
高
と
は
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
だ

lま

ろ
う
か
｡
表

3
の
⑤
は
､
貞
享
検
地
帳

記
載
の
高
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
｡
表
に
よ

っ

て
明
ら
か
な
よ
う
に
､
各
村
の
検
地
高
は
'
各
郷
帳
高
の
何
れ
と
も

一
致
し
な
い
0

試
み
に
'
表
5
に
お
い
て
､
検
地
高
を

一
〇
〇
と
し
た
時
の
､
各
村
の
郷
帳
高
を
示

し
た
が
､
同

一
の
郷
帳
で
あ

っ
て
も
そ
の
指
数
は
大
き
-
相
違
し
て
お
り
'

一
定
の

傾
向
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
｡
従

っ
て
､
各
検
地
高
と
郷
帳
高
の
相
違
の
具
体

的
事
由
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
､
各
々
の
村
方
史
料
に
よ

っ
て
､
個
別
に
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
｡
し
か
し
､
本
稿
で
は
､
村
レ
ベ
ル
で
検
討
す
る
だ
け
の

用
意
が
甘
い
の
で
､
今
後
の
課
題
と
し
て
､
以
上
の
諸
点
を
指
摘
し
て
お
-
に
と
ど

め
た
い
｡
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H

天
保
期
の
郷
帳

二

天
保
五
年
の
郷
帳

従
来
､
表
高
四
万
六
千
石
で
あ

っ
た
津
軽
藩
は
､
蝦
夷
地
警
衛
の
功
に
よ

っ
て
～

(悲

文
化
年
間
に
二
度
に
わ
た

っ
て
名
目
の
み
の
高
直
し
を
受
け

､
表
高
は
十
万
石
に
上

昇
し
た
｡

天
保
五
年
の
国
絵
図
付
属
の
郷
帳
は
､
文
化
五
年
の
高
直
し
以
後
､
始
め
て
書
き

上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
こ
で
は
､
天
保
期
の
二
つ
の
郷
帳
を
検
討
す
る
こ
と



に
よ

っ
て
､
主
と
し
て
'
そ
の
表
高
の
変
化
に
､
郷
帳
が
如
何
に
対
応
し
て
い
る
か
t

と
い
う
こ
と
を
み
て
い
き
た
い
｡

さ
て
へ
次
の
史
料
は
'
天
保
五
年
の
郷
帳
の
高
が
'
如
何
に
決
定
さ
れ
て
い
っ
た

か
を
示
し
て
い
る
.
長
文
と
な
る
が
'
そ
の

1
部
を
引
用
す
る
｡

覚

此
度
御
国
郷
村
高
帳
公
儀
江
御
書
出
之
儀

ハ
'
前
々
と
違
'
新
里
高
等
不
相
洩
書

出
可
申
旨
'
公
辺

占
再
応
御
厳
重
御
連
衡
座
候

二
付
'
田
畑
斗
代
'
米
地
銀
納
場
'

稗
田
'
四
ケ

1
米
迄
取
調
之
上
御
嵩

二
相
直
'
拝
別
免
高
共
前
々
衝
書
上
之
村
高

江
認
加
'
其
外
新
村
御
取
建
'
開
発
い
た
し
候
新
田
高
等
不
残
取
調
'
惣
寄
弐
袷

八
万
四
千
七
百
四
拾
弐
石
弐
斗
之
徹
高
に
て
下
た
帳
を
以
御
勘
定
所
江
御
間
合
に

差
出
候
処
'内
訳
'新
田
明
細

二
書
上
'其
外
天
明
後
亡
所

二
相
成
'
高
滅
候
分
も
組

入
書
上
候
様
へ
御
懸
紙
ヲ
以
御
達
御
座
候

二
付
'
御
差
図
に
随
ひ
､
天
明
度
之
御

帳
村
高
江
見
合
算
当
仕
候
得
者
'
当
時
之
御
高
外

二
九
万
石
余
之
亡
所
高
相
崇
'

合
し
て
三
拾
七
万
石
余

二
相
成
候
'
右
者
先
年
御
届

二
相
成
候
故
'
其
後
山
崩
'

砂
入
'
川
欠
等
之
亡
所

二
相
成
候
而
も
'
当
時

二
至
高
引
落
候
儀
不
相
成
公
儀
初

定
之
由
'
乍
去
過
分
之
亡
所

二
而
有
之
所
へ
起
返
方
御
不
手
入
之
様

こ
も
相
聞
得

候

へ
者
'
右
亡
所
之
内
天
明
後
是
迄
追
々
開
発

こ
も
相
成
候
事
故
'
其
偉
亡
所
高

和
書
上

二
而
者
地
面
二
重

こ
も
相
当
候
間
'
右
之
内
滅
候
仕
向
有
之
間
敷
哉
之
冒

被
仰
付
へ
評
義
之
上
'
最
寄
御
勘
定
方
本
田
伝
十
郎
江
厚
内
証
い
た
し
'
亡
所
高

之
内
､
隣
村

占
起
返
'
又
者
新
村
観
取
建
'
其
外
御
高
外

二
見
取
場
'
反
高
場
～

流
作
場
等

二
起
返
候
訳
柄
を
以
､
亡
所
高
九
万
石
余
之
内

占
五
万
石
余
引
落
'
残

三
万
石
余
認
加

へ
'
総
寄
三
拾
壱
万
七
千
石
余
之
高
致
度
段
'
猶
又
御
調
懸
岩
田

鍬
三
郎
江
内
証
相
整
候
上
'
前
書
之
趣
御
書
付
相
添
'
本
紙
御
差
出

二
相
成
候
処
'

御
落
手
相
済
'
其
後
衛
見
合
済

二
而
三
月
八
日
下
帳
徹
下

二
相
成
申
候
'
尤
見
敬

場
'
高
反
場
'
流
砂
場
之
三
□
是
迄
徹
書
上
無
御
座
候
得
共
'
右
之
訳
柄
を
以
今

度
初
而
和
書
上

二
相
成
申
候
'

(中
略
)

右
者
古
来

LO之
御
仕
来
と
達
'
此
度
初
而
明
細
之
取
調
方

二
付
'
後
年
和
書
上
之

蛋

節
為
見
合
'
仕
向
相
認
置
候

'

(以
下
略
)

右
の
史
料
は
'
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
｡

①
今
度
の
郷
帳
は
'
従
来
と
異
な
り
'
新
田
高
も
残
ら
ず
書
き
上
げ
る
様
に
と
の
公

儀
の
微
速
が
あ

っ
た
｡

④
従

っ
て
へ
田
畑
斗
代
か
ら

｢別
免
高
｣
ま
で
を
以
前
書
き
上
げ
の
村
高
に
加
え
た
｡

④
そ
の
他
に
新
村

･
新
田
高
等
を
残
ら
ず
調
査
し
'
総
計
二
十
八
万
四
千
七
百
四
十

二
石
二
斗
で
下
帳
を
幕
府
勘
定
所
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
'
新
田
の
明
細
'
及
び
天
明

以
後
亡
所
と
な
り
滅
高
し
た
分
迄
組
入
れ
'
書
き
上
げ
る
様
差
図
が
あ

っ
た
｡

④
天
明
度
の
郷
帳
の
村
高
と
見
合
わ
せ
算
当
す
れ
ば
､
現
在
の
高
以
外
に
九
万
石
余

の
亡
所
高
が
算
出
さ
れ
'
総
高
三
十
七
万
石
余
と
な
る
｡
1

こ
れ
を
〔

A
〓
口同

と
す
る
｡

⑤
天
明
郷
帳
は
既
に
公
儀

へ
届
出
済
み
な
の
で
'
そ
れ
以
後
山
崩
'
砂
入
'
川
欠
等

で
亡
所
に
な

っ
た
分
を
差
し
引
か
ず
に
書
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
し
か
し
､

九
万
石
余
の
亡
所
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
も
過
分
で
あ
り
'
不
手
人
の
様
に
き
こ
え

る
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
'
こ
の
亡
所
分
の
う
ち
で
追
々
開
発
が
な
さ
れ
て
い
る
･の
で
'

そ
の
ま
ま
書
き
上
げ
て
は
二
重
と
な
る
｡

⑥
従

っ
て
'
幕
府
勘
定
方
本
田
伝
十
郎
と
内
々
に
談
合
L
t
天
明
以
後
の
亡
所
分
の

内
よ
り
'
開
発
地
､
新
村
取
立
て
'
ま
た
見
取
場

･
高
反
場

･
流
作
場
に
起
返
し
た

と
い
う
名
目
で
､
五
万
石
余
を
差
引
き
'
残
り
三
万
石
余
を
亡
所
高
と
し
て
先
の
下
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帳
の
高
に
加
え
'総
高
三
十

一
万
七
千
石
余
と
し
た
｡
1

こ
れ
を

〔
B
〕
高
と
す
る
｡

⑦
尚
'
幕
府
御
調
掛
岩
田
鰍
三
郎
と
も
内
談
し
'
体
裁
を
整
え
た
上
'
高
を
引
落
し

た
理
由
を
記
し
た
書
付
を
添
え
て
本
紙
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
受
理
さ
れ
'
下
帳
は
返

却
さ
れ
た
｡

｢
古
来

占
之
徹
仕
采
と
連
'此
度
初
而
明
細
之
取
調
方
｣
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
'

幕
府
は
'
津
軽
藩
に
対
し
'
天
保
郷
帳
に
よ

っ
て
'
よ
り
実
体
に
即
し
た
高
の
把
握

派

を
指
図
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

｡

し
か
し
'
現
実
に
は
'
当
初
の
指
示
通
り
に
は

進
展
せ
ず
'
例
え
ば
､
総
高
の
決
定
に
つ
い
て
も
'
種
々
の
作
為
が
加
え
ら
れ
て
い

る
｡即

ち
'
幕
府
の
意
向
を
受
け
て
算
出
し
直
し
た

〔
A
〕
高
は
'
次
の
よ
う
に
示
さ

れ
る
｡

高
六
万
千
四
百
四
拾
弐
右
九
斗

天
明
八
年

占

天
保
五
年
迄

垂

改
出
新
田
高

陸
奥
国

津
軽
郡

1
円

伊
達
郡
之
内

し
か
し
､

〔
A
〕
高
に
示
さ
れ
た
九
万
石
余
の
亡
所
は
'
そ
の
後
の
幕
府
勘
定
役

人
と
の
内
談
を
経
'
開
発
地

･
新
村
取
立

･
見
取
場
等
と
の
名
目
で
'
計
五
万
石
余

を
引
き
落
さ
れ
る
｡
そ
の
見
取
場

･
高
反
場

･
流
作
場

の
高
算
出
に
つ
い
て
も
'
｢前

由

々
御
定
法
有
之
候
得
共
'
左
候
而
者
反
別
過
分

二
相
成

候
故｣
､
特
別
に
基
準
を
定

豆
め
'

適
量
な
高
を
計
上
さ
せ
て
い
る
｡
同
様
に
､
衰
府
が
要
求
し
た
新
田
高
の

｢明

細
｣
な
書
き
上
げ
に
つ
い
て
も
'

｢徹
根
帳

二
引
合
不
申
分
者
'
大
都
見
斗
'
年
号

ら

和
書
上

二
相
成
候
事

｣

と
'
決
し
て
厳
密
に
調
査
さ
れ
書
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
は

な

い

｡
こ
れ
ら
の
操
作
の
結
果
算
当
さ
れ
た

〔
B
〕
高
'
即
ち
'
天
保
五
年
の
郷
帳
に
記

載
さ
れ
た
高
は
'
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高
三
拾
七
万
六
千
弐
百
三
拾
九
右
八
斗
七
升

八
百
四
拾
弐
ケ
村

高
拾
万
石

捧
領
高

高
弐
拾
壱
万
四
千
七
百
九
拾
六
石
九
斗
七
升

寛
文
以
前

占

改
出
新
田
高

天
保
五
年
迄

内
‥

高
九
万
千
四
百
九
拾
七
右
六
斗
七
升

山
崩
砂
入
川
欠
之
内

高
壱
万
石

津
軽
左
近
将
監
江
蔵
米
分
知

陸
奥
国

津
軽
郡

一
円

伊
達
郡
之
内

高
三
拾
壱
万
七
千
六
百
三
拾
三
石
八
斗
七
升

八
百
四
拾
弐
ケ
村

高
給
万
石

高
拾
五
万
六
千
百
九
捨
石
九
斗
七
升

寛
文
以
前

占

天
保
五
年
迄

拝
領
高

改
出
新
田
高

内
‥

高
三
万
弐
千
八
百
九
拾
壱
石
六
斗
七
升



山
崩
砂
入
川
欠
之
分

高
壱
万
石

津
軽
左
近
将
監
蔵
米
分
知

内
‥

高
何
程

何
ノ
何
年
改
出
高

高
何
程

何
ノ
何
年
改
出
高

高
六
万
千
四
百
四
拾
弐
石
九
斗

天
明
八
年

占

天
保
五
年
迄

窮V

改
出
新
田
高

以
上
の
よ
う
に
'
三
十

一
万
七
千
六
百
三
十
三
石
八
斗
七
升
と
な
る
｡

ま
た
'
今
後
の
開
発
地
に
つ
い
て
は
'

｢前
書
山
崩

･
砂
入

･
川
欠
之
内

占
開
発

二
相
成
新
田
高
江
相
廻
､
今
度
之
御
本
帳

二
相
準
'
内
訳
'
年
号
認
入

二
相
成
候
様
'

a

左
候
得
者
'
追

々
亡
所
高
相
減
可
申
と
奉
存
候

｣

と
'
開
発
場
所
の
如
何
に
か
か
わ

ら
ず
'
亡
所
高
の
内
か
ら
'
開
発
が
成

っ
た
新
田
分
と
し
て
差
引
く
こ
と
を
意
図
し

て
い
る
｡
従

っ
て
'
当
初
の
意
図
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
実
休
に
則
し
た
高
の
把
握
は
､

や
は
り
成
し
え
な
か

っ
た
と
い
え
よ
う
｡

次
に
'
同
郷
帳
の
作
成
基
準
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
｡
作
成
に
あ
た

っ
て
は
'
既

9

に
ふ
れ
た
よ
う
に
､

.｢新
田
高
等
不
相
洩
｣
'
し
か
も
'

｢村
毎
和
書
加
之
事

｣

'

忠

及
び
改
出
高
､
除
地
'
見
取
場
等
々
の
記
載
が
求
め
ら
れ
た
｡
そ
の
雛
形
を

冒
同
辻

蛋

御
書
出

二
付
見
合
書
付
留

』

に
よ

っ
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
｡

(前
略
)

右
新
田
'
改
高
無
之
侯
得
者
'
新
田
改
出
高
無
御
座
候
'

(中
略
)
見
取
場

田凪
合
計
反
別
何
程

内

田
反
別
何
程

畑
反
別
何
程

何
国
何
郡
何
村
分

高
何
程

高
何
程

内
凶
高
有
無

高
何
程
右

一
村
限
内
訳

高
何
程高

何
程

何
百
何
拾
何
ケ
村

拝
領
高

改
出
新
田
高

何
国
何
郡

何
村

何
ノ
何
年
新
田
高

(以
下
略
)

既
ち
'

一
村
と
と
に
'
村
高
'
新
田
高
'
改
出
高
'
そ
の
開
発

･
改
出
年
が
記
さ

れ
る
｡
尚
'
見
取
場
以
下
に
つ
い
て
は
'
見
取
場
と
同
様
の
書
式
を
と
り
'
そ
の
合

計
石
高
'

1
村
ご
と
の
同
田
畑
の
内
訳
'
及
び
村
名
が
記
さ
れ
る
｡

1
万
'
実
際
の

天
保
五
年
郷
帳
の
記
載
は
'
以
下
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
｡

一
'
高
六
百
九
石
四
斗

陸
奥
国
津
軽
郡

高
野
村

高
百
五
捨
石

寛
政
五
年
改
出
新
田
高

内
高
五
拾
六
石
壱
斗

享
和
三
年

〃

高
五
捨
石
壱
斗

文
化
七
年

〃

但
'
津
軽
郡

一
円

二
付
'
御
他
領
拝
御
朱
印
地
'
除
地
高
t
等
社
債
等

無
私
座
候
'

一
'
高
五
百
八
拾
弐
石

薄
市
村

高
弐
百
弐
捨
石
九
斗
寛
政
五
年
改
出
新
田
高

内
高
百
三
捨
石

享
和
三
年

〝
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高
八
拾
八
石

高
千
六
百
弐
捨
石
三
斗

高
七
百
三
拾
弐
石

内
高
五
百
八
拾
弐
石

高
百
弐
捨
石
壱
斗

(中
略
)

二

高
四
百
六
拾
七
石
壱
斗

内
九
拾
九
石

(中
略
)

二

高
九
百
拾
八
石

内
四
百
四
捨
石
七
斗

文
化
七
年
改
出
新
田
高

金
木
村

寛
政
五
年
改
出
新
田
高

調
停

5
･
仙
苫

3
･
河
芸

7
㊦
C
)薄
臣
蛍
Efj訓
%
半

袖
蔀
畢
帯
茸
訓

2

5
6
剖
2
i
t

I

㊥

6
0
9
剖

4

辛

-

㊨

蓬
田
村

砂
入
用
欠

駒
越
村

砂
入
川
欠

享
和
三
年

文
化
七
年

(中
略
)

一
､
高
三
百
七
拾
壱
石
六
斗
四
升

陸
奥
国
伊
達
郡
秋
山
村

Ca

但
､
御
他
領
拝
御
朱
印
地
'
除
地
高
､
寺
社
領
等
無
御
座
候

､

(以
下
略
)

即
ち
､
右
に
示
し
た
よ
う
に
､
雛
形
に
従

っ
た
体
裁
で
'
国
郡
名

･
村
高

･
村
名

･
内
訳

(高

･
年
号

･
そ
の
高
の
訳
)
が
'
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
｡
し
か
し
､

三

圧
の
区
別
'
及
び
本
村

･
新
田
村

の
区
別
は
全
-
な
さ
れ
て
お
ら
ず
､

一
村
毎
に
順

次
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
｡
こ
の
点
で
は
､
元
禄
郷
帳
に
準
じ
た
形
で

あ
る
｡
従

っ
て
'
拝
領
高
十
万
石
が
､
ど
の
よ
う
な
村

々
を
元
に
し
て
算
出
さ
れ
た

か
は
､
全
-
不
明
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
､
各
村
ご
と
に
記
載
さ
れ
た
新
田
高
で
あ
る
が
'例
え
ば
①
高
野
村

(
田

舎
庄
)
の
場
合
､

㊥
-
㊥
=
35
3
剖

3
辛

=

曲
7i'
-
洲
PA
菩
扇
訓

(訓
甥
茸

o)
薪
%
蒜
.
湘
32:
･
潮
来
尊
帯

封
b
ゆ
t
F)

と
､
三
口
の
改
出
新
田
高

の
合
計
を
天
保
五
年
郷
帳
の
村
高
か
ら
引
-
と
､
宝
永
郷

帳
の
村
高
と

一
致
す
る
｡
こ
れ
は
､
他
村
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
｡
従

っ
て
'
各

年
の
改
出
新
田
高
が
ど
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
､
天

明
五
年
郷
帳
の
村
高
は
､

一
貫
し
て
宝
永
郷
帳
の
村
高
を
基
準
と
し
て
算
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

ま
た
､
天
保
五
年
郷
帳
の
村
名
の
記
載
順
を
追

っ
て
い
-
と
､
宝
永
郷
帳
の
書
き

上
げ
順
と

一
致
し
､
宝
永
八
年
時
に
組
替
え
ら
れ
た
村
名

･
及
び
高

(高
野
村
と
同

lL[･,,

様
の
手
続
き
に
よ

っ
て
算
出
さ
れ
た
高
)
を
'
そ
の
ま
ま
確
認
で
き
る
｡

従

っ
て
､

天
保
五
年
郷
帳
は
､
宝
永
郷
帳
に
よ

っ
て
確
定

さ
れ
た
高
及
び
村
名
を
基
準
と
し
て

書
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
､
と
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
｡

以
上
の
こ
と
は
､
砂
入

･
川
欠
に
よ

っ
て
滅
高
さ
れ
て
い
る
村

で
も
同
様
で
､
例

え
ば
､
先
の
蓬
田
村

の
高
四
百
六
十
七
石

一
斗
は
'
宝
永
郷
帳
に

一
致
し
'
そ
れ
か

ら
砂
入

･
川
欠
分
を
引
い
た
三
百
六
十
八
石

一
斗
が
､
天
保
五
年
時

の
郷
帳
書
き
上

げ
の
村
高
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

と
こ
ろ
で
､
天
保
五
年
の
郷
帳
で
は
､
伊
達
郡
秋
山
村
が

一
緒
に
書
き
上
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
､
注
目
さ
れ
る
｡
雛
形
で
も
'
村
名
の
右
肩
に
国
郡
を
記
す
よ
う
に

と
の
指
示
が
あ
り
'
ま
た
､
総
高
の
算
出
は
秋
山
村
を
含
め
て
行
な
わ
れ
て
い
る
｡
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つ
ま
り
'

一
ケ
村

の
み
に
せ
よ
'
国
郡
の
枠
を

こ
え

て
書
き
上
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と

に
な
る
｡

こ
の
点

に
関
し
て
は
'
天
保
五
年
郷
帳

の
基
調
と

の
関
連

で
検
討
さ
れ
る

べ
き
問
題

で
あ
る
の
で
'

こ
こ
で
は
指
摘
す
る
に
と
ど
め
'
今
後

の
検
討
を
待
ち
た

.ヽ
0
Ⅶtn

〆
九
万
九
千
六
百
弐
拾
八
石

三
斗
六
升

村
数
三
百
八
ケ
村

陸
奥
国
伊
達
郡
之
内

一
㌧
高
三
百
七
拾
壱
石
六
斗

二
､
天
保
九
年

の
郷
帳

最
後

に
'
天
保
九
年

の
朱
印
改
時

に
提
出
さ
れ
た
郷
帳
を
検
討
し
よ
う
｡

表
I
か
ら
'
天
保
九
年
郷
帳

の
各
高
'
及
び
総
村
数
は
'
天
保
五
年
郷
帳

に

一
致

す
る
こ
と
が
'
確
認

で
き
る
｡
従

っ
て
'

こ
こ
で
は
'
国
絵
図
付
属

の
郷
帳
と
朱
印

改
時

の
そ
れ
と

の
不

一
致
と

い
う
'
宝
永
時

の
よ
う
な
問
題
は
､
発
生
し

て
い
な
い
｡

ま
た
'
天
保
五
年
郷
帳

で
は
判
然
と
し
な
か

っ
た
本
村

･
新

田
村

の
各
村
数
が
明
記

さ
れ

て
い
る
｡

で
は
'
天
保
九
年
郷
帳
は
'
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
｡

都
合

拾
万
石内

‥

都
合
弐
郡

秋
山
村

村
数
台

三
百
九
ケ
村

三
千
六
百
弐
拾
八
石

三
斗
六
升

津
軽
郡

之
内

四
千
石

三
百
七
拾
壱
石
六
斗
四
升

伊
達
郡

之
内
津
軽
左
近
将
監

陸
奥
国
津
軽
郡

一
円

一
㌧
高
三
百
五
拾
三
石

三
斗

一
､
高
百
五
拾
三
石
壱
斗

一
'
高
百
八
拾
六
石
弐
斗

(中
略
)

三

高
百
六
拾
六
石
壱
斗

一
㌧
高
五
百
拾
九
石
九
斗
九
升

但
'
百
八
拾
六
石
四
斗
九
升

小
以

高
野
村

薄
市
村

金
木
村

(中
略
)

外

二
津
軽
郡

二

高
四
百
五
捨
石

三
斗
壱
升

一
㌧
高
五
百
三
拾
弐
石

四
斗

(中
略
)

一
㌧
高
六
百
六
拾
五
石
六
斗

三

高

三
百
九
拾
四
石

三
斗

小
以〆

五
万
九
百
五
拾
五
石
八
斗
六
升

薬
師
堂
村

荒

田
村

27

大
坊
村

石
郷
村

小
金
崎
村

吹
上
村

盟

薬
師
堂
村

占
繰
上
石

村
数
弐
百
弐
ケ
村

天
明
七
未
年
御
改
以
後
之
古
村
新

田

一
'
高
弐
百
五
拾
六
石
壱
斗

一
㌧
高
四
百
弐
拾
八
石
八
斗

三

高
千
四
百
三
拾
四
石
壱
斗



(中
略
)

小
以〆

七
万
弐
千
三
百
四
拾
三
石
四
斗
四
升

村
数
弐
百
五
拾
三
ケ
村

右
村

々
之
儀
者
古
村
新
田

二
付
'
村
名
重
書

二
相
成
候
由
'
小
以
弐
□
〆

村
数

占
差
除
申
候
'

天
明
七
未
年
御
改
以
後
之
新
田

一
'
高
千
三
百
三
拾
九
石
壱
斗

一
'
高
弐
拾
三
石

一
'
高
四
石
弐
斗

(中
略
)

小
以〆

六
万
千
四
百
四
拾
弐
石
九
斗

堅
田
村

百
田
村

常
盤
坂
村

小
以
弐
□
〆
拾
三
万
三
千
七
百
六
拾
六
石
三
斗
四
升

村
数
〆
三
百
拾
三
ケ
村

中
以惣
高

〆
弐
拾
八
万
四
千
七
百
四
拾
弐
石
弐
斗

外

二

三
万
弐
千
八
百
九
拾
壱
石
六
斗
七
升

但
'
山
崩

･
川
欠

･
砂
入
之
分
引
落
高

二
御
座
候
'

二
口

〆
三
拾
壱
万
七
千
六
百
三
治
三
石
八
斗
七
升

以
上

由

御

名

以
上
の
こ
と
か
ら
'
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
'
古
田
分
三
百
八
ケ
村
の
各
村
高
は
'

由

砂
入

･
川
欠
に
よ

っ
て
減
高
さ
れ
て
い
る
村
を
除
い
て
'
全
て
宝
永
郷
帳
の
高
に

一

(:3

致
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
｡
同
時
に
そ
の
村
名
は
'
宝
永
郷
帳

(天
保
五
年
郷
帳
)

の
記
載
順
に
記
さ
れ
て
お
り
'
最
初
の
高
野
村
か
ら
三
百
八
番
目
の
吹
上
村
迄
が
'

天
保
九
年
郷
帳
の
古
田
分
と
な

っ
て
い
る
｡
こ
の
三
百
八
ケ
村
に
'
伊
達
郡
秋
山
村

を
加
え
た
三
百
九
ケ
村
の
合
計
高
が
'
拝
領
高
十
万
石
と
な
る
｡
合
計
高
を
十
万
石

に
合
致
さ
せ
る
た
め
'
吹
上
村
に
薬
師
堂
村

の
高
の

1
部
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
'

他
の
滅
高
さ
れ
て
い
る
村

々
に
つ
い
て
も
'
同
じ
意
図
を
以
て
'
高
の
操
作
が
行
な

わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
｡

次
に

｢
古
村
新
田
｣
分
五
万
九
百
五
十
五
石
八
斗
六
升
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
二

百
二
十
ケ
村
は
'
宝
永
郷
帳
の
薬
師
堂
村
以
下
の
'
残
り
全
て
の
村
で
あ
る
｡
右
と

同
様
に
'
川
欠

･
砂
入
分
以
外
は
'
宝
永
郷
帳
の
高
を
以
て
記
さ
れ
て
い
る
｡
従

っ

て
'
古
村
分
三
百
九
ケ
村
と
古
村
新
田
二
百
二
十
ケ
村
'
合
計
五
百
二
十
九
ケ
村
は
'

宝
永
郷
帳
で
確
定
さ
れ
'
そ
の
後
に
引
き
継
が
れ
た
村
数
に

一
致
す
る
｡
故
に
'
天

保
九
年
郷
帳
は
'
天
保
五
年
郷
帳
同
様
'
宝
永
郷
帳
を
基
礎
と
し
て
お
り
'
五
百
二

十
九
ケ
村
分
の
村
高
及
び
村
名
は
'
宝
永
郷
帳
に
準
じ
た
形
で
書
き
上
げ
ら
れ
て
い

る
｡
ま
た
'
天
保
九
年
郷
帳
に
記
さ
れ
て
い
る

｢
天
明
七
年
御
改
以
後
之
古
村
新
田
｣

分
は
'
天
保
五
年
郷
帳
に
お
い
て
'
各
村
の
内
訳
で
'
改
出
年
と
共
に
記
さ
れ
て
い

{.3

た
新
田
高
を
'
別
に
集
計
し
た
も
の
と
確
認
で
き
る

｡

従

っ
て
､
宝
永
郷
帳
は
'
高

直
し
後
に
お
い
て
も
'
踏
襲
さ
れ
て
い
た
と
'
結
論
づ
け
ら
れ
る
｡
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そ
し
て
､
天
保
九
年
郷
帳
に
は
'
従
来
､
宝
永
郷
帳
の
有
し
て
い
た
機
能
が
､
受

(臼

け
継
が
れ
た
｡
例
え
ば
'
慶
応
二
年
の
損
毛
高
の
届
出
は
､
表
高
十
万
石
と
､
新
田

高
に
減
高
分
を
加
え
た
三
十

一
万
七
千
六
百
三
十
三
石
余
を
基
準
と
し
て
行
な
わ
れ

て
い
る
｡
即
ち
､
天
保
九
年
郷
帳
以
降
は
､
同
帳
の
数
値
が
'
津
軽
藩
の
領
知
高
と

し
て
機
能
し
て
い
く
の
で
あ
る
｡

お
わ
り
に

以
上
､
正
保

～
天
保
の
各
郷
帳
の
分
析
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
結
論
を
､
改
め
て
以

下
に
ま
と
め
よ
う
｡

①
正
保
郷
帳
で
は
､
本
村
分
の
新
田
高
を
別
に
書
き
上
げ
る
こ
と
に
よ

っ
て
'
本
村

の
総
高
が
､
津
軽
郡
の
拝
領
高
四
万
五
千
石
に
な
る
よ
う
に
操
作
が
な
さ
れ
て
い
る
｡

④
元
禄
郷
帳
で
は
､
正
牒
郷
帳
を
元
と
し
､
そ
れ
に
替
地
分
の
高
の
差
を
加
え
た
形

で
､
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
正
保
郷
帳
で
別
に
計
上
さ
れ
て
い
た
新
田
高

が
､
各
村
高
に
結
ば
れ
て
い
る
｡

③
貞
享
郷
帳
は
､
寛
文
郷
帳
の
末
尾
に
寛
文
四
年
以
降
の
新
田
分
を
加
え
て
作
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
二
郷
帳
と
正
保

二
刀
禄
郷
帳
は
､
本
高
､
新
田
高
､
各
庄

の
村
の
構
成
の
諸
点
で
相
違
し
て
い
る
｡
言
い
か
え
れ
ば
､
国
絵
図
付
属
の
郷
帳
と
､

朱
印
改
時
の
郷
帳
は
'
か
か
る
相
違
点
を
有
し
て
い
た
と
理
解
で
き
る
｡
ま
た
､
古

村
分
の
各
村
高
は
､
原
則
と
し
て
正
保
郷
帳
の
高
を
踏
襲
し
た
｡

④
宝
永
郷
帳
の
作
成
に
あ
た

っ
て
は
､
国
絵
図
付
属
の
郷
帳

(元
禄
郷
帳
)
と
朱
印

改
時
の
郷
帳

(貞
享
郷
帳
)
と
の
著
し
い
相
違
が
問
題
と
な
る
が
'
村
の
組
蕃
操
作

と
元
禄
八
年
の
飢
健
を
理
由
と
し
て
､
両
帳
の
統

一
が
な
さ
れ
る
｡
組
膏
分
以
外
の

村
に
つ
い
て
は
､
村
名
'
村
高
､
記
載
順
は
､
貞
享
郷
帳
に

一
致
す
る
｡

一
方
､
級

蕃
分
の
村
高
は
､
元
禄
郷
帳
の
高
に

一
致
す
る
｡

⑤
富
永
八
年
の
郷
帳
は
､
津
軽
藩
の
領
知
高
と
し
て
確
立

･
固
定
さ
れ
､
天
明
八
年

の
郷
帳
ま
で
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
る
｡
ま
た
､
天
保
の
二
郷
帳
に
お
い
て
も
､
そ

の
数
値
が
各
村
高
の
基
礎
と
さ
れ
た
｡

⑥
各
村
の
貞
享
検
地
高
と
各
郷
帳
高
と
は
､

一
致
し
な
い
｡

一
方
'
宝
永
郷
帳
の
高

は
､
損
毛
の
届
出
や
国
役
金
蔵
課
の
基
準
と
し
て
.
機
能
し
た
｡

⑦
高
直
し
後
の
天
保
五
年
郷
帳
で
は
､
別
免
高
を
各
村
高
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
､
新
田
高
を
明
細
に
書
き
上
げ
て
い
る
こ
と
､
他
郡
の
村
が

一
緒
に
書
き

上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
､
従
来
の
国
絵
図
付
属
の
郷
帳
の
枠
を
こ
え
て
､
よ
り
実

体
に
即
し
た
高
の
把
握
が
試
み
ら
れ
て
い
る
｡
し
か
し
､
や
は
り
現
実
の
高
を
反
映

し
え
ず
､
作
為
さ
れ
た
数
値
に
と
ど
ま

っ
た
｡

㊥
天
保
の
両
郷
帳
の
各
村
高
は
､
宝
永
郷
帳
の
村
高
を
基
準
と
し
､
そ
れ
に
新
田
分
を

加
え
る
こ
と
､
も
し
く
は
､
砂
入

･
川
欠
分
を
滅
ず
る
こ
と
に
よ

っ
て
､
算
出
さ
れ

て
い
る
｡

⑨
天
保
九
年
郷
帳
の
表
高
十
万
石
は
､

｢繰
上
石
｣
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
算
出
さ

れ
て
い
る
｡
な
お
､
同
帳
の
高
が
､
そ
れ
以
降
の
領
知
高
と
し
て
機
能
し
た
｡
従
莱

実
際
の
村
高
の
反
映
'
も
し
-
は
領
内
新
検
の
途
中
経
過
を
示
す
も
の
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
き
た
津
軽
藩
の
正
保

･
寛
文

･
貞
享
の
三
郷
帳
の
高

(総
高
及
び
各
村

高
)
の
作
為
性
は
､
以
上
の
分
析
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
し
え
た
と
考
え
る
｡

C9

最
後
に
､

『
旧
高
旧
領
取
調
帳

』

記
載
の
高
を
､
表

3
の
⑥
に
参
考
と
し
て
掲
げ

た
こ
と
を
附
言
し
て
お
く
｡

附
記
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小
稿
は
'
修
論
の
副
論
文
と
し
て
'
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
大
口
勇
次
郎
先
生
に

提
出
し
た
も
の
で
あ
る
｡
成
稿
に
あ
た

っ
て
御
指
導
を
頂
い
た
大
口
先
生
'
ま
た
初

教
示
頂
い
た
弘
前
大
学
の
長
谷
川
成

一
先
生
'
及
び
先
輩
の
大
森
映
子
氏
に
深
謝
す

る
と
共
に
'
快
-
史
料
の
閲
覧
を
許
可
し
て
下
さ

っ
た
八
木
橋
武
実
氏
始
め
'
お
世

話
に
な

っ
た
市
立
弘
前
図
書
館
の
方
々
に
深
-
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
｡

註(-
)
正
保

･
元
禄

･
天
保
の
三
郷
帳

(2
)
例
え
ば
'
秋
滞
繁

｢
天
正
十
九
年
豊
臣
政
権
に
よ
る
御
前
帳
徴
収
に
つ
い
て
｣

(
『論
集
中
世
の
窓
』
所
収
)

･
同

｢豊
臣
政
権
下
の
大
名
石
高
に
つ
い
て

-
長
宗
我
部
氏
石
高
考
-
｣

(
『海
南
史
学
』

二

一
･
一
三
合
併
号
)
'
高

木
昭
作

｢幕
藩
初
期
の
国
奉
行
制
に
つ
い
て
｣

(
『
歴
史
学
研
究
』
四
三

一

号

)

･
同

｢幕
藩
初
期
の
身
分
と
国
役
｣

(
『歴
史
学
研
究
』
七
六
年
特
集

号
)

'
三
鬼
清

一
郎

｢戦
国

･
近
世
初
期
に
お
け
る
国
家
と
天
皇
｣

(
『歴

史
評
論
』
三
二
〇
号
)
'
藤
木
久
志

『織
田

･
豊
臣
政
権
』

(
『
日
本
の
歴

史
』
十
五

･
小
学
館
)
'
黒
田
日
出
男

｢江
戸
幕
府
国
絵
図

･
郷
帳
管
見

(
一
)
-
慶
長
国
絵
図

･
郷
帳
に
つ
い
て
I
｣

(
『歴
史
地
理
』
九
三
-
二

号
)
'
木
越
隆
三

｢加
賀
藩
郷
帳
新
田
高
に
つ
い
て
｣

(
『
日
本
海
文
化
』

七
号
)
等
｡

そ
の
う
ち
高
木
氏
は
'
郷
帳

(御
前
帳
)
に
記
さ
れ
た
石
高
は
'
現
実
の

在
地
の
石
高
が
い
か
に
変
動
し
よ
う
と
も
容
易
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
-
'

諸
大
名
に
対
す
る
公
役
賦
課
も
'
そ
の
固
定
さ
れ
た
石
高
が
基
準
と
な
り
'

ま
た
'
後
に
御
前
帳
の
石
高
が
'
諸
大
名
の
格
を
決
定
す
る

一
要
素
と
な

っ

て
い
っ
た
と
'
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
｡

(
｢幕
藩
初
期
の
国
奉
行
制
に
つ

い
て
｣
前
出
)

(3
)
同
帳
は
'
翌
二
十
年
に
発
せ
ら
れ
た
人
掃
令
と
同
様
に
'
朝
鮮
出
兵
に
備
え

て
作
成

･
徴
収
さ
れ
た
も
の
'
即
ち

｢朝
鮮
出
兵
に
備
え
て
の
統

一
的
軍
役

鹿
課
条
件
の
整
備
'
即
ち
諸
国

･
諸
大
名
領
の
石
高
制
的
掌
握
の
完
成
｣
(秩

津

･

｢
天
正
十
九
年
豊
臣
政
権
に
よ
る
御
前
帳
徴
収
に
つ
い
て
｣
前
出
)
を

直
接
的
目
的
と
し
て
徴
収
さ
れ
た
も
の
t
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
｡

ま
た
'
秋
津
氏
に
よ

っ
て
'
同
帳
の
石
高
決
定
過
程
に
政
治
的
要
因
が
介
在

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
｡
例
え
ば
'
長
宗
我
部
氏
の

｢初

前
帳
九
万
八
千
石
｣
は
'
天
正
十
三
年
の
服
属
時
に
決
定
し
'
以
後
固
定
化

し
た
軍
役
量
か
ら
逆
算
し
た
も
の
と
さ
れ
る
｡
従

っ
て
'
同
氏
の
領
主
帳
た

る
無
石
高
の
長
宗
我
部
地
検
帳
の
地
積
と
の
間
に
は
'
著
し
い
懸
隔
が
存
在

す
る
こ
と
に
な
る
｡
こ
れ
に
つ
い
て
秋
津
氏
は
'

｢諸
大
名
領
に
お
け
る
こ

の
様
な
御
前
帳
の
政
治
的
作
為
性
は
'
御
前
高
の
も
つ
政
治
的
機
能
'
即
ち

軍
役
量
及
び
大
名
序
列
の
基
準
と
云
う
機
能
に
基
-
も
の
で
あ
り
'
御
前
帳

が
'
領
主

･
農
民
関
係
を
直
接
的
規
制
対
象
と
す
る
領
主
帳
に
対
し
'
乗
離

性
を
有
す
る
の
は
'
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
｣
と
'
論
じ
ら
れ
て
い
る
｡

(同

氏

･
前
掲
二
論
文
)

(4
)
･
(5
)
木
越
氏
の
論
考
は
'
そ
の
数
少
な
い
成
果
で
あ
る
｡
(前
出
)

(6
)

『
弘
前
市
史
』
藩
政
編

･
一
〇
一
頁
｡

(7
)
･
(8
)

『
津
軽
史
事
典
』

(名
著
出
版
)

一
二
三

～
四
頁
｡

(9
)
平
賀

･
田
舎

･
鼻
和
の
三
郡
｡
尚
'
註
14
参
照
｡

(
10
)

『
弘
前
市
史
』
藩
政
編

･
二
五
頁
｡
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な
お
'
津
軽
領
の
太
閤
検
地
に
つ
い
て
は
'
天
正
十
八
年
説
と
文
禄
元
年
説

の
両
説
が
あ
る
｡

(国
史
研
究
全
編

『津
軽
史
事
典
』
二
頁
｡
)

(‖
)
例
え
ば
'

『津
軽
歴
代
記
類
』
上

(み
ち
の
-
双
書

･
第
七
集
)
五
四
～
五

頁
に
次
の
記
載
が
あ
る
｡

慶
長
六
年
'
上
野
国
勢
田
郡
大
館
に
於
て
'
大
館

(六
百
石
)
'
安
養
寺

(三
百
石
)
'
赤
塚

(
二
百
五
十
石
)
'
村
田

(四
百
石
)
'
下
枝

(
二

百
石
)
'
女
塚

(
二
百
五
十
石
)
'
以
上
六
ケ
村
合
二
千
石
也
｡
是

ハ
美

濃
大
垣
城
を
攻
め
し
戦
功
に
よ
り
て
'
旧
領
の
外
'
珠
場
に
捧
領
せ
ら
る
0

(以
下
略
)

(12
)
『津
軽
知
行
高
之
帳
』
正
保
弐
年
十
二
月
廿
八
日

(弘
前
市
'
八
木
橋
文
庫

所
蔵
)
な
お
'
以
下
の
考
察
に
つ
い
て
は
'
表
1
-
3
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

ヽ

ヽ

(13
)
正
保
郷
帳
に
お
い
て
は
'
鼻
和
郡
と
平
賀
郡
の
よ
う
に

｢
郡
｣
が
使
用
さ
れ

ヽ

ヽ

て
い
る
｡
平
賀

･
鼻
和

･
田
舎
の
三
郡
は
､
陸
奥
国
津
軽
郡
内
の
行
政
区
画

で
あ
る
｡
そ
の
後
'
幕
府
の
達
し
に
よ

っ
て
'
正
保
以
後
の
郷
帳
で
は

｢庄
｣

表
記
に
統

一
さ
れ
て
い
る
｡

(
『陸
奥
国
津
軽
領
変
地
其
外
相
改
之
候
目
録
』

元
禄
十
四
年
辛
己
年
四
月
､
八
木
橋
文
庫
所
蔵
)

(14
)
表
-
参
照
｡

(15
)

『会
津
家
世
実
紀
』
巻
六
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
｡

｢其
二
'
其
村
之

内
書

こ
､
田
方
何
程
畑
方
何
程
と
可
書
付
旨
'
其
三
'
其
郷
村

こ
は

へ
山
有

芝
山
有
松
山
有
､
干
損
所
水
損
所
と
有
分
を
可
書
付
旨
｣

(正
保
三
年
八
月

是
月
粂
)
｡
従

っ
て
'
本
文
に
示
し
た
津
軽
郡
の
正
保
郷
帳
と
の
体
裁
上
の

類
似
が
認
め
ら
れ
る
｡
な
お
'
正
保

･
元
禄
の
津
軽
郡
の
郷
帳
は
'
内
閣
文

庫
に
現
存
し
な
い
｡
従

っ
て
'
本
稿
で
は
､
市
立
弘
前
図
書
館
等
の
所
蔵
す

る
藩
政
史
料
に
よ
っ
て
分
析
を
進
め
る
｡

(16
)

『陸
奥
国
津
軽
領
郷
帳
』
元
禄
十
四
年
十

一
月

(市
立
弘
前
図
書
館
蔵
'
津

軽
古
図
書
保
存
会
)

(
17
)
表
-
参
照
｡

(
18
)
表
I
t
ま
た
表
3
の
④

･
⑧
欄
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

(
19
)

『陸
奥
国
津
軽
郡
変
地
其
外
相
改
之
候
目
録
』

(前
出
)

(20
)
左
記
の
系
図
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

な
お
'
実
際
に
は
左
京
に
四
千
石
'
弟

一

学
に

一
千
石
が
分
知
さ
れ
て
い
る
｡

(+
空
前

郵
Pq)

㊤

㊥

､｡
｡

.I:
!.;'i..J

二.I
(-
空

知
寮
ノ
1
亜
)

),
0
0
0
剖

罫
IR

(米
粁
)

荊
誘

(可
葬
)

前
4%

(0
7葬
)

4.0
0
0
剖

31

※
㊤
-
㊤
琵
碑
出
和

訓
ヰ
o

=
琵

淋
≠
布
置
桝
鮎
4
.

(
『津
軽
史
事
典
』
四
三
頁
参
照
｡
)

(
21
)

『御
朱
印
御
改

二
付
御
領
知
郷
村
帳
覚
書
』
宝
永
八
年
三
月

(市
立
弘
前
図

書
館
蔵
､
津
軽
古
図
書
保
存
会
)

(22
)
代
地
秋
山
村
の
郷
村
高
帳
は
以
下
の
通
り
｡

陸
奥
国
伊
達
郡

一
､
高
三
百
六
拾
八
石
五
斗
三
升
三
台
秋
山
村



内
四
石
三
斗
九
升
五
台
梯
役
'
漆
役
'

堆
子
役

二
人

一
㌧
高
三
石
九
升
壱
合
六
夕

同
所
新

田

外

1
㌧
竹
林
八
畝
三
歩

都
合
高
千
五
百
石
之
内

高
合
三
百
七
拾
壱
石
六
斗
四
升
四
合
九
夕

(以
下
略
)

(註
21
と
同
出
典
)

し
か
し
'
こ
の
秋
山
村
は
伊
達
郡
内

の
村

で
あ
る
の
で
'
国

･
郡
別

に
作
成

さ
れ
る
元
禄
郷
帳
に
は
記
載
さ
れ
な
い
｡

(23
)

『陸
奥
国
津
軽
郡
高
辻
村
々
喋
』
貫
文
四
甲
辰
年
閏
五
月
七
日

(市
立
弘
前

図
書
館
蔵

･
津
軽
古
図
書
保
存
会
)

(24
)
『
陸
奥
国
津
軽
郡
郷
村
帳
』
貞
享
元
年
六
月
十
五
日

(市
立
弘
前
図
書
館
蔵

･
津
軽
古
図
書
保
存
会
)
｡
そ
の
記
載
は
以
下
の
通
り
｡
な
お
'
表
I
を
参

照
さ
れ
た
い
｡

陸
奥
国
津
軽
郡

1
円

一
㌧
同
三
百
拾
六
石
五
斗

(中
略
)

平
賀
庄

一
'
高
百
三
拾
四
石
三
斗

二

百
七
拾
六
石

(中
略
)

小

以

四
万
五
千
石

上
野
国
勢
多
郡
之
内

一
'
高
六
百
石

二

高
三
百
石

(中
略
)

高
〆
弐
千
石

都
合
四
万
七
千
石

田
代
村

碇
ヶ
関
村

唐
牛
村

村
数
百
三
拾
三
ケ
村

新

田
庄

大
館
村

安
養
寺
村

村
数
六
ケ
村

都
合

弐
郡

村
数
合

百
三
拾
九
ケ
村

32

田
舎
庄

一
'
高
三
百
五
拾
三
石
三
斗

一
､
同
百
五
拾
三
石
壱
斗

(中
略
)

鼻
和
庄

一
'
高
百
弐
拾
七
石
壱
斗

高
野
村

薄
市
村

村
市
村

内

一
㌧
四
千
石

弐
千
五
百
石

千
五
百
石

二

千
石
五
百
石

五
百
石

以
上

貞
享
元
年
六
月
十
五
日

津
軽

ノ
内

上
野

ノ
内
津
軽
采
女

津
軽
伊
織

津
軽

ノ
内

上
野

ノ
内津

軽
越
中
守



土
屋
相
模
守
殿

本
多
淡
路
守
殿

外
津
軽
郡

田
舎
庄

一
､
高
五
百
弐
拾
五
石

八
斗

畠
中
村

一
､
同
百
弐
捨
石

十

二
川
原
村

(中
略
)

鼻
和
庄

一
､
高
百
三
捨
石

八
斗

砂
子
瀬
村

一
､
同
百
四
捨
石
七
斗

大
秋
村

(中
略
)

平
賀
庄

一
､
高
六
百
四
拾
三
石

五
斗

小
懸
村

一
､
同
六
百
拾
六
石
弐
斗

苫
木
村

(中
略
)

小
以

拾
万
九
千
八
百
四
拾
九
石

八
斗

1
､
高

三
百
四
石
九
斗

1
､
同
三
百
九
拾
三
石

四
斗

(中
略
)

鼻
和
庄

二

高
百
三
拾
壱
石
壱
斗

一
､
同
弐
百
五
石
弐
斗

(中
略
)

平
賀
庄

二

高
百
九
拾
七
石
七
斗

一
､
同
三
百
拾
九
石

三
斗

(中
略
)

越
水
村

茄

田
村

糠
平
村

前
坂
村

林
子
平
村

大
袋
村

高

八
万
六
千
九
百
七
拾
七
石

三
斗
六
升

村
数
百
八
拾
七
ケ
村

新

田
惣
高

拾
九
万
七
千
三
百
七
石
六
升

以
上

上
野
国
勢
多
郡

一
'
高
四
百
七
拾
九
石
九
斗

高
拾
壱
万
三
百
弐
拾
九
石
七
斗

新
田

村
数
〆
弐
百
八
ケ
村

寛
文
四
辰
年
御
改
以
後
之
新

田

田
舎
庄

六
月
十
五
日

土
屋
相
模
守
殿

津
軽
越
中
守

本
多
淡
路
守
殿

右

で
示
し
た
様

に
､
貞
享
郷
帳
は
､

-
津
軽
郡
本
村
分

(庄
別
に
書
上

)
-
a

2
勢
多
郡
同

-

b

3
本
村
分
総
高

=
a
+
b
-
拝
領
高

･
表
高



4
本
村
分
の
内
'
分
知
分

5
津
軽
郡
新
田
村

(庄
別
に
書
上
)
-

C

6
勢
多
郡
同

-
d

7
新
田
村
合
計

-
C
+
d

-
e

8
津
軽
郡
寛
文
四
年
以
後
の
新
田
村

(庄
別
に
書
上

)
-
-

9
新
田
村
総
高

=
e
+
-

の
順

に
記
載
さ
れ
て
い
る
｡
寛
文
郷
帳
'
及
び
宝
永
以
後
の
各
郷
帳
に
つ
い

て
も
､
基
本
的
に
は
'
同
様
の
体
裁
を
も

っ
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
｡

(但
し
'
宝
永
郷
帳
以
後
は
'
三
庄
の
区
別
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
)

(25
)

『陸
奥
国
津
軽
郡
郷
村
高
辻
喋
』
宝
永
八
年
三
日

(市
立
弘
前
図
書
館
蔵

･

津
軽
古
図
書
保
存
会
)
｡
表
3
の
⑨
参
照
｡

(26
)
註
22
を

参
照
さ
れ
た
い
｡

(27
)
目
内
沢
田

･
飛
内

･
中
屋
敷
の
三
ケ
村
｡

湖
対

･
ji
価
尊
扇

皿
丑
発
Ef]茸
‥

)4g
剖

遡
丑

茸
‥
2
2
3

剖

+

＼フ

細
浄
丑
‥
2

)

4
剖

5
8
6
剖

-
a

抽
7j(
尊
扇

3
4

9
I
1

4
5
)
剖
3
辛
5
半

+

4
)
4

剖

)
,
2

)
4
剖

3
辛
5
半

=

b

b
-
a
=

6
2

8
剖
3
辛
5
半

(
『黒
石
高
辻
郷
村
帳
』
市
立
弘
前
図
書
館
蔵

･
津
軽
古
図
書
保
存
会
)

(28
)
表
-
参
照
｡

(
29
)
～

(
36
)
註
21
に
同
じ
｡

(37
)
宝
永
郷
帳
と
貞
享
郷
帳
の
村
の
書
き
上
げ
順
は

一
致
し
て
い
る
｡
従

っ
て
'

村
名
が
相
違
し
て
い
る
村
ど
う
L
が
交
換
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
｡

(38
)
註
21
に
同
じ
｡

(39
)
こ
の
組
替
操
作
に
つ
い
て
は
'
可
能
性
と
し
て
'
①
国
絵
図
付
属
郷
帳
の
村

名
が
'
現
実
に
変
更
さ
れ
て
い
た
場
合
で
'
元
の
村
名
に
戻
し
た

(即
ち
'

組
替
え
ら
れ
た
村
同
士
が
同

一
の
村
で
あ
る
)
場
合
'
④
組
替
え
ら
れ
た
村

同
士
が
'
本
村
と
そ
の
枝
村

(分
村
)
で
あ
る
場
合
t
が
考
え
ら
れ
よ
う
｡

し
か
し
'
①
に
つ
い
て
は
'
天
保
郷
帳
に
組
替
え
ら
れ
た
村
の
何
れ
も
が
記

さ
れ
て
い
る

(-
表

4
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
全
て
の
村
が
記
さ
れ
て
い
る
)

こ
と
か
ら
'
組
替
え
ら
れ
た
村
は
同

一
の
村
で
は
な
く
'
別
村
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
｡
ま
た
㊥

の
場
合
'
管
見
の
限
り
'
貞
享
検
地
帳
以
前
の
分
村

関
係
が
判
明
す
る
史
料
は
'
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
｡

一
方
'
貞
享
検
地
帳
が
存
在
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
宝
永
郷
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
な
い
村
が
､
照
合
の
結
果
'
四
十
七
ケ
村
確
認
で
き
た
｡
例

え
ば
'
三
馬
屋
村

(
田
舎
庄

･
後
潟
組
)
が
そ
う
で
あ
る
が
'
同
村
は
'
天

保
五
年
郷
帳
に
文
政
二
年
の
改
出
新
田
と
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
る
の
が
'
郷

帳
に
お
け
る
初
見
で
あ
る
｡
他
村
に
つ
い
て
も
同
様
に
天
保
五
年
郷
帳
に
よ

っ
て
初
め
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
｡

以
上
の
こ
と
は
'
津
軽
藩
の
特
殊
性
と
考
え

て
よ
い
の
か
'
郷
帳
の
意
義

と
も
関
わ
る
問
題
で
あ
る
の
で
､
早
急
な
結
論
は
避
け
'
今
後
の
検
討
に
ゆ

だ

ね

た

い

｡

(40
)
註
21

に
同
じ
｡

(41
)
例
え
ば
､
宝
暦
五
年
の
飢
健
に
お
い
て
は
'
以
下
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い

る

｡

34



私
領
分
陸
奥
国
津
軽
郡
従
当
夏
雨
天
打
続
'
冷
気
相
募
､
時
節
後
れ
'

其
上
､
八
月
中
両
度
霜

二
而
大
抵
宜
田
畑
迄
立
枯
相
成
､
損
毛
之
覚
､

一
､
高
四
万
六
千
石
之
内
損
毛
左

の
通

三
万
四
千
弐
百
八
拾
石
余

内
田
方
三
万
弐
千
百
五
捨
石
余

内
弐
千
六
百
弐
捨
石
余
､
分
知
津
軽
左
京
領
分
損
毛

畑
方
弐
千
百
三
拾
石
余

内
百
五
拾
石
余

津
軽
左
京
領
分
損
毛

外

二

一
､
高
給
九
万
六
千
三
百
五
十
三
石
五
斗
弐
升
之
内
損
毛
左
之
通

拾
六
万
千
百
三
捨
石
余

右

之
通
徹
座
候
問
､
御
届
申
上
候
'

以
上

二五
菅
五
年
)

九
月
十
九
日

御
名

(
『
藩
庁
日
記
』
宝
暦
五
年
十
月
六
日
条
｡
市
立
弘
前

図
書
館
蔵

･
津
軽
家

文
書
｡
)

右
の
よ
う
に
､
宝
永
郷
帳
に
よ

っ
て
確
定
さ
れ
た
本
高
､
新
田
高
を
基
準
と

し
て
､
そ
の
う
ち
の
損
毛
高
を
各
々
算
定
し
､
届
出
て
い
る
｡

(
42
)

一
例
と
し
て
､
文
化
五
年
の
朝
鮮
信
使
来
聴

の
際
の
史
料
を
掲
げ
る
｡

(前
略
)

一
'
高
二
拾
四
万
弐
千
三
百
五
十
三
石
五
斗
二
升

但
'
衛
本
高
井
御
新
田
共
郷
村
高
辻
衝
書
上
之
蓑

此
金

二
千
四
百
弐
拾
三
両
弐
歩
-
永
三
拾
五
文
八
分

但
'
百
石

二
付
壱
両
横
､
五
ケ
年
分

(以
下
略
)

(
『藩
庁
日
記
』
文
化
五
年
間
六
月
十
四
日
の
条
｡
)

(
43
)
宝
永
郷
帳
以
前

の
津
軽
領
の
基
準
石
高
が
何
れ
の
郷
帳
の
高
に
よ

っ
て
い
た

の
か
'
明
確
に
で
き
る
史
料
は
見
出
せ
な
か

っ
た
｡

(
鶴
)

『
隆
国
津
軽
郡
御
検
地
水
帳
』
貞
享
四
年

(市
立
弘
前
図
書
館
蔵

･
津
軽
家

文
書
)

市
立
弘
前
図
書
館
に
は
'
合
計
九
百
十
四
冊
の
貞
享
検
地
帳
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
｡
貞
享
検
地
帳
は
'
寛
文
十

一
年
に
着
手
さ
れ
た
藩
領
全
域

に
わ
た
る
検
地
の
結
果
で
､
幕
末
に
至
る
ま
で
効
力
を
有
し
て
い
た
と
さ
れ

る
.

(
『津
軽
史
事
典
』

二

一四
頁

･
前
出
)
ま
た
黒
石
領

(分
知
分
)
の

検
地
帳

(=
明
暦
検
地
帳
O
黒
石
市
､
鳴
海
静
蔵
氏
所
蔵
)
は
'
閲
覧
の
機

会
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
｡
従

っ
て
､
蓑

3
の
⑤
欄
は
'
そ
の
分
を

空
け
て
あ
る
｡

な
お
､

『御
郡
中
御
検
地
高
目
録
』

(貞
享
三
年
､
市
立
弘
前
図
書
館
蔵

･

津
軽
古
図
書
保
存
会
)
に
よ
る
と
､
貞
享
三
年
段
階
の

｢新
検
高
｣
は
､
合

わ
せ
て
二
十
六
万
千
八
百
三
十

一
石
五
斗
六
升
四
合
､
内
､
田
舎
庄
十
五
万

八
千
百
十
五
石
五
斗
二
升
五
台
､
鼻
和
庄
四
万
二
千
七
百
六
十
六
石
二
斗
七

台
'
平
賀
庄
六
万
九
百
四
十
九
石
八
斗
三
升
二
台

で
あ
る
｡
但
し
'
こ
の
分

に
は
'
広
須
新
田
等
の
三
新
田
､
及
び
山
畑
等
は
､
含
ま
れ
て
い
な
い
｡

(
45
)
文
化
二
年
､
蓑
高
四
万
六
千
石
か
ら
七
万
石

へ
､
同
五
年
､
七
万
石
か
ら
十

万
石

へ
､
そ
れ
ぞ
れ
旧
領
の
ま
ま
で
名
目
の
み
の
高
直
し
を
受
け
た
｡

(
46
)

『
高
辻
御
書
出

二
付
見
合
書
付
留
』
天
保
六
乙
末
年
二
月

(市
立
弘
前
図
書

館
蔵

･
岩
見
文
庫
)

(
47
)
幕
府

の
天
保
五
年
郷
帳
作
成
の
意
図
が
奈
辺
に
あ

っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
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の
は
'
本
稿
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
｡
従

っ
て
こ
こ
で
は
'
問
題

を
あ
-
ま
で
も
津
軽
藩
に
限

っ
て
述
べ
て
い
-
｡
た
だ
'
藤
田
覚
氏
が
'
正

保

･
元
禄
国
絵
図
の
作
成
の
際
は
'
国
絵
図
の
作
成
が
主
た
る
要
件
で
'
郷

帳
の
作
成
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
付
随
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
点
に
対

し
'
天
保
国
絵
図
の
場
合
は
'
ま
ず
郷
帳
の
作
成
が
先
行
し
て
い
る
事
実
を

明
ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
'
指
摘
し
て
お
-
C

(同
氏

･

｢天
保
国

絵
図
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
｣
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
第

一
五
号
)

･S
,

『陸
奥
国
…
錯

恵

村
高
帳
』
天
保
五
甲
午
年
十
二
月

(市
立
-

書
館
蔵

･
津
軽
古
図
書
保
存
会
)

(49
)
註
46
に
同
じ
｡

(50
)
田
方
見
取
場

一
反
歩
に
付
き
高

一
石
'
同
反
高
場

一
反
歩
に
付
き
高
八
斗
'

流
砂
場

1
反
歩
に
付
き
高
六
斗
'
畑
方
は
三
口
共
平
均

l
反
歩
に
付
き
高
三

斗
宛
の
基
準
で
算
出
し
た
｡

(註
46
に
同
じ
｡
)

(51
)
註
46

に
同
じ
｡
後
述
の
よ
う
に
'
開
発
年
を
記
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
｡

(
52
)
註
嘘
に
同
じ
.

(
53
)
註
46
に
同
じ
｡

(班
)
註
46

に
同
じ
.

(
55
)
改
出
新
田
高
に
つ
い
て
は
'

『高
辻
和
書
上

二
付
見
合
書
付
留
』
は
'
次
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
｡

此
改
出
と
申

ハ
､
た
と

へ
ハ
御
国
表

二
而
地
広
新
田
高
と
同
様

二
而
'
御

竿
延
御
引
上
地
之
事

二
御
座
候
也
'
百
石
之
地
面
､
た
と

へ
ハ
田
方
三
町

二
而
候
処
'
御
改
候
得
者
延
畝
三
反
有
之
'
三
反
を
別

こ
高
入

こ
い
た
L
t

三
拾
五
石
之
外

二
納
米
有
之
候
を
改
出
高
と
唱
申
候
'

即
ち
'
竿
延
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

(
『
地
方
凡
例
録
』

上
巻

･
九
五
頁
)

(
56
)
註
46
に
同
じ
｡

(57
)
註
嘘
に
同
じ
.

(58
)
宝
永
郷
帳
の
古
村
分
の
記
載
順
は
'
寛
文

･
占
亡
羊
郷
帳

に

1
致
す
る

の
で

(表

3
-
⑥

･
⑨
参
照
)
こ
れ
を
除
き
'
村

の
組
替
操
作
が
行
な
わ
れ
た
新

田
分
に
つ
い
て
み
る
｡
例
え
ば
'
宝
永
郷
帳
は
'
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
｡

(
〔

〕
内
は
'
寛
文

･
貞
享
郷
帳
)

外
津
軽

郡

〔五
百二
捨五
百
八
十
〕

高

五

百
五
拾
二
石
九
斗

高
百
弐
捨
石

〔二
百
七
拾
三
石
凹
斗
〕

高
二
百
八
拾

石

(以
下
略
)

〔畠
中
村
〕

下

湯

口

村

十
二
川

原
村

〔諏
訪
重
村
l

沢

田
村

(註

24
･
25
と
同
出
典
)

一
方
'
天
保
五
年
郷
帳
の
記
載
は
'

一
'
高
五
百
五
拾
弐
石
九
斗

内
高
百
弐
拾
三
石
弐
斗

一
､
高
百
弐
拾
石

内
弐
斗

二

弐
百
八
拾
石

内
百
六
拾
壱
石
八
斗

下
湯
口
村

砂
入
川
欠

十
二
川
原
村

砂
入
用
欠

沢
田
村
砂
入
用
欠
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(以
下
略
)

(註
嘘
と
同
出
典
)

と
な

っ
て
お
り
'
宝
永
郷
帳

の
記
載
順
に

一
致
す
る
｡

(
59
)
吹
上
村

･
薬
師
堂
村
は
'
天
保
五
年
郷
帳
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

一
'
高
千
七
拾
六
石
八
斗

吹
上
村

内
高
七
百
四
拾
三
石
三
斗

砂
入
用
欠

一
'
高
千
六
百
七
拾
壱
石

薬
師
堂
村

内
千
三
拾
四
石
弐
斗

砂
入
川
欠

従

っ
て
'
砂
入
川
欠
分
を
引
い
た
吹
上
村

の
高
三
百
三
十
三
石
五
斗
に
'
薬

師
堂
村

の
同
高
六
百
三
十
六
石
八
斗
の
内
'
百
八
十
六
石
四
斗
九
升
が
加
え

ら
れ
て
い
る
｡

(
60
)

『
陸
奥
国
之
内
領
知
郷
村
高
辻
帳
』
天
保
九
戊
成
年
十
二
月

(市
立
弘
前
図

書
館
蔵

･
津
軽
古
図
書
保
存
会
)

(61
)

･

(62
)
表

3
参
照

(63
)
前
節
の
高
野
村
以
下
の
例
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

(
糾
)

l
t
高
拾
万
石
之
内
損
毛
左
之
通

七
万
七
百
四
拾
三
石
三
斗
八
升
六
合

内
=

田
方

六
万
四
百
三
拾
五
石
弐
斗
壱
升
壱
合

同

千
六
百
六
拾
八
石
五
斗
壱
升
弐
合

分
知
津
軽
式
部
少
輔
領
分
損
毛

(中
略
)

外

二
一
'
高
弐
拾
壱
万
七
千
六
百
三
拾
三
石
八
斗
七
升
之
内
損
毛
左
之
通

拾
七
万
千
百
六
拾
弐
石
五
斗

右
之
通
御
座
候
'
以
上

(窄
応
二
年
)

十

一
月

(
『
田
畑
損
毛
公
儀
御
訴
申
上
候
留
帳
』
文
政
十
三
庚
寅
年
よ
り
'
市
立
弘

前
図
書
館
蔵

･
津
軽
古
図
書
保
存
会
)

(
65
)
木
村
礎
校
訂
｡
近
藤
出
版
社
｡

(お
茶

の
水
女
子
大
学
大
学
院
生
)



表 1 津軽藩各郷帳の一覧

本 店 新 田 合 計

国 郡 名 高 (jl●) 本高合計(子7J) 村 数 新 田 明 細 各新田高(才i) 新田高合計(石) 漸田村故合計 捻 高 (石) 稔 村 数

正保 2(1645)年図絵図付属の郷悼 陸奥国津軽郡一円 45,000 45,000 134 Ill57,648.8r江① 200 i1-102,468.8 336

先文4(1664)年朱印改時の桝帳 陸奥国津軽郡一円Jは②上野国勢多郡の内 45,0002,000 47,(氾0 139 津軽郡新田Jt吐③勢多郡新田 lll109,849.8479.9 110,329.7 208 157,329.7 347

貞手元(1684)年朱印改時の郷帳 陸奥国津軽郡一円上野回勢多郡の内 45,0002.OOO 47,000 139 .津軽郡新田勢多郡新B]X文4年御改以後の斬ul 109,849.8479.986,977.36什 197.307.0611 395 244,307.06* 534

元禄14(1701)年回絵Eil付属 103,095.15 336

宝永8(1711)年朱印改I 陸奥囲津軽郡一円●汁＼1陸奥国伊達郡の内 Ll 一汁45,628.36371.64 46,000 134 津軽郡新田X文4年御改以後の斬tt] 109,867.5186,486.01 196,353.52 395 242,353.62 529

享保 2(1717)年朱印改l 陸奥鼠津軽郡一円陸奥国伊達郡の内 45,628.36371.64 46,000 134 津軽郡新田t文4年御改以後の新EfL 109,867.5186,486.O1 196,353.52 395 242,353.62 529

延享 2(1745)年朱印改 陸奥国津軽郡一円陸奥国伊達郡の内 45,62R,36371.64 46,000 134 津軽郡新田t文4年御蚊以後の#H 109,867.5186,486.01 196.353.52 395 242,353.62 529

宝暦10(1760)年朱印改 陸奥阻津軽郡山Pl陸奥国伊達郡の内 45.628.36371.64 46,0()0 134 津軽郡新田t文4年御改以後の新ti] 109.,867.5186,486.01 196,353,52 ･.'う95 242,353.62 529

天明7(1787)年朱印改 陸奥国津軽郡一円陸奥国伊達郡の内 45,628.36371.64 46,000 134 津軽郡新開発丈4年御改以後の新EfL 109,867_5186,486.01 196,353.52 395 242,353.62 529

天保 5(1834)年回絵図付属 青史以前-天明7の改.+.新円商大明8-大保5の放出斬EiI高 156,190.9761,442.9 217,633.87 317,633.87 842

天保(1838)年朱印改 陸奥国津軽郡一円陸奥摘仲.達郎の[̂J 99,628.36:う71.64 10(),000 309 [1.J村新h】大明7御政以後のLtl-何軒EfL大明7御改以後の新lll外､山触.川欠.砂 人分 50,955.8672,343.4461,442.932,891_67 217,633.87 533 317,633,87 842

耕 吐① 本村の内の新出鳥15.4601JJ2斗6升を含tj 『津軽知11J.,%J之帳JTF_保 2年(弘前れ 八木橋文庫所蔵)

②上野凶勢H]郡内の大館 .'左-糞与.赤裸 .柑 tト ト枝 .!1-嬢の6ケ村 『陸奥国津軽郡郷什 -一冊J 元禄14年(市立lSL前図書館鹿､津軽占̀図書保存会)

③ L_記6ケ村の斬M分の合計jl'高 『陸奥LiJ津軽郡席辻村々.帳J蔦文4年(同 L)

④伊達郡秋山什 -ケ村 『陸奥tiJ沖軽郡郷村帳JiliウニTt年目"l_L)



表 2 正保郷帳と元禄郷帳の比較

正 保 郷 帳 元 禄 郷 帳 備 考

鼻 和 庄 古 田 14.358.37(54ケ村) 22,875.86(〟 )

平 賀 庄 古 田 19,265.06 (42ケ村) 19,265.06(〟 )

田舎 庄 新 田鼻和 庄 新 田 18,401.7 (120ケ村)7,972.89(49ケ村) J;1㌢…;22:…97… /,: ≡

『津軽知行高之帳』正保 2年(前出)

『陸奥国津軽郡郷村一冊』元禄14年(同上)によって作成
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表4 宝永郷帳における村の組替 (貞享･元禄郷帳との比較)
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村 名 高 く石) 庄 .組名 村 名 こ高 (石) l庄 .組名

ヰ ヰ 村 ___旦- .′ 下 十 l.Jj村 t 4ゞ.06_A-増食卓
4占 上 † JIIJ吋 IE TO ` A- 強 固

47 一書 1寸 ____79 .宣r_ ___β_丁_泰阜_ー ー_｢ ソ森 村 ｣_ 92./【 D一一｢蘇方..●.ヽ
__ち_せこpP____｣ ケ_!旦__I__A.I_′′ 節 ---1師 フ吋 上 /8.2 _)うー新鮮

耳 ` 正且 旅_村 5-/.2 ___良一__I' 7 76).J村 T/.2E ._A-.館 蔀

2 Btl所 つ付 β - 1 (刺)卓 内村__ /2 ._36 ___β- 〟

n † 下 村 : 呈メ一_i 8 - ノ′ 中 節 叶 ___ー__2う._? 8 - -

※① 表中のA､B､C､Dはそれぞれ

A-巴舎庄､B-JI和庄､C-平賀庄､D-畢石領(分知分)を示す｡例えば､ ｢A-田

舎館｣は､田舎庄田舎館組所属の村であることを意味するC尚､庄 ･組とも､津軽藩の地

方行政区域である｡

r陸奥国津軽郡僻村帳J貞宇元年 (前出)

郷村高辻帳J宝永 8年 (JI)
lによ って作成

表 5 貞享検地帳記載村高を100とした時の各郷帳の村高の指数

♯但､′ト数第3位を四捨五入した
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